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池
内
春
樹
理
事
長
は
「
安
倍

首
相
は
解
散
総
選
挙
を
決
断
し

た
が
、
解
散
の
大
義
名
分
は
な

い
。『
平
和
を
基
盤
と
す
る
福

祉
の
国
づ
く
り
』
を
推
進
す
る

た
め
、
日
本
国
憲
法
を
真
に
私

た
ち
の
も
の
と
す
る
た
め
に
投

票
に
行
こ
う
」
と
開
会
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

武
村
義
人
副
理
事
長
が
会
務

報
告
で
、
安
倍
政
権
が
進
め
る

患
者
負
担
増
計
画
に
対
し
、
５

万
筆
を
目
標
に
患
者
署
名
に
取

り
組
む
こ
と
な
ど
を
後
半
期
の

重
点
課
題
と
し
て
提
案
し
た
。

質
疑
応
答
・
討
論
で
は
、
消
費

税
増
税
の
問
題
点
、
但
馬
地
域

の
病
院
問
題
、
支
部
活
動
の
紹

介
な
ど
、
16
人
か
ら
発
言
が
あ

り
、
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　

第
37
回
共
済
制
度
委
員
会
で

は
、
共
済
事
業
報
告
お
よ
び
事

業
計
画
案
が
報
告
さ
れ
、
特
別

報
告
と
し
て
三
井
生
命
保
険
株

式
会
社
の
久
慈
宏
明
・
営
業
推

進
統
括
本
部
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
長

が
「
危
険
水
域
の
日
本
経
済
、

生
保
業
界
の
生
き
る
道
」
を
テ

ー
マ
に
特
別
報
告
を
行
っ
た
。

臨
時
決
算
総
会
で
は
、
13
年
度

決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
た
。

　

県
農
業
会
館
で
行
わ
れ
た
特

別
講
演
で
は
、
内
閣
の
下
で
法

律
案
の
憲
法
適
合
性
な
ど
の
審

査
を
行
う
内
閣
法
制
局
の
長
官

を
つ
と
め
た
阪
田
雅
裕
氏
が
、

集
団
的
自
衛
権
と
は
何
か
を
明

ら
か
に
し
た
上
で
、
安
倍
内
閣

が
行
っ
た
閣
議
決
定
が
、
憲
法

９
条
の
も
と
で
個
別
的
自
衛
権

を
担
保
す
る
必
要
最
小
限
度
の

実
力
と
し
て
自
衛
隊
を
位
置
づ

け
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
憲

法
解
釈
を
崩
す
も
の
で
あ
る
と

批
判
。

　

憲
法
改
正
と
い
う
正
規
の
手

続
き
も
無
視
し
て
、
一
内
閣
の

判
断
で
、
外
国
の
戦
争
に
参
加

で
き
る
と
い
う
集
団
的
自
衛
権

を
認
め
て
し
ま
う
こ
と
は
大
き

な
問
題
で
あ
る
と
訴
え
た
。

第86回評議員会を開催

　

患
者
負
担
増
計
画
を
署
名
で
く
い
と
め
よ
う

―

。
協
会
は
11
月
16
日
に
、
第
86
回
評
議
員
会

・
臨
時
（
決
算
）
総
会
・
第
37
回
共
済
制
度
委

員
会
を
協
会
会
議
室
で
開
催
。
評
議
員
ら
99
人

が
参
加
し
、
前
半
期
会
務
報
告
と
後
半
期
の
重

憲
法
は
集
団
的
自
衛
権
認
め
て
い
な
い

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
を
」
兵
庫
連
絡
会
（
代
表
世

話
人
・
吉
岡
正
雄
協
会
副
理
事

長
）
は
11
月
９
日
、
協
会
会
議

室
で
市
民
講
座
「『
健
康
食

品
』
の
ウ
ソ
、
ホ
ン
ト―

目
か

ら
ウ
ロ
コ
の
サ
プ
リ
の
真
実

―

」
を
開
催
。
法
政
大
学
教
職

課
程
セ
ン
タ
ー
教
授
の
左
巻
健

男
先
生
を
講
師
に
、
医
療
関
係

者
と
市
民
ら
１
３
０
人
が
参
加

し
た
。

　

左
巻
先
生
は
、
理
科
教
育
、

科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

専
門
家
の
立
場
か
ら
、「
ベ
ー

タ
カ
ロ
チ
ン
」「
グ
ル
コ
サ
ミ

ン
」「
コ
ン
ド
ロ
イ
チ
ン
」
な

ど
、
身
近
に
あ
る
健
康
食
品
・

サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
危
険
性
を
、

製
造
の
背
景
、
広
告
手
法
、
科

学
的
根
拠
の
面
か
ら
検
証
。
健

産
業
と
し
て
育
成
す
る
こ

と
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
と

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
の
宣
伝
効
果

に
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
気

を
つ
け
た
い
」
な
ど
、
好

評
を
得
た
。

　

講
座
終
了
後
は
、
無
料

の
歯
科
健
康
相
談
を
開
催

し
、
吉
岡
正
雄
副
理
事
長

ら
が
市
民
の
相
談
に
耳
を

傾
け
た
。

康
食
品
・
サ
プ
リ
は
、
効
果
も

リ
ス
ク
も
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
な

し
に
販
売
で
き
る
と
、
そ
の
安

全
性
に
警
鐘
を
促
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成

長
戦
略
と
し
て
、
健
康
食
品
の

機
能
性
表
示
が
規
制
緩
和
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
も
ふ

れ
、
科
学
的
根
拠
が
薄
く
リ
ス

ク
も
あ
る
健
康
食
品
の
需
要
を

増
や
す
よ
り
も
、
科
学
技
術
を

　

協
会
で
は
、
政
府
の
患
者
負

担
増
計
画
に
反
対
す
る
署
名
運

動
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

11
月
20
日
現
在
で
の
署
名
数

は
８
９
２
５
筆
で
、
年
内
目
標

の
５
万
筆
に
は
ま
だ
ま
だ
で

す
。
か
な
り
高
い
目
標
で
す

が
、
２
年
前
に
は
約
３
万
筆
を

集
め
た
こ
と
も
あ
り
、
決
し
て

不
可
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
通
常
の
執
行
部
体

制
と
は
別
に
、
理
事
長
を
本
部

長
、
各
支
部
長
と
部
会
長
を
副

本
部
長
と
し
、
協
会
挙
げ
て
の

推
進
方
針
を
内
外
に
示
す
こ
と

と
し
ま
し
た
が
、
目
標
達
成
に

は
、
一
般
の
会
員
の
皆
さ
ま
の

協
力
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
ぜ
ひ
と
も
理
解
し
て
い

た
だ
き
た
い
点
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
今
回
の
請
願
署
名
の

内
容
は
比
較
的
シ
ン
プ
ル
な

「
患
者
負
担
増
反
対
」「
保
険

診
療
範
囲
の
さ
ら
な
る
充
実
」

で
あ
り
、
反
対
の
人
は
少
な
い

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
内
容
は
、
本
来
患
者
さ

ん
発
の
要
望
で
す
。
私
た
ち
は

「
患
者
・
住
民
と
と
も
に
地
域

医
療
の
充
実
・
向
上
を
め
ざ

す
」
医
師
の
団
体
の
一
員
と
し

て
、
現
状
を
患
者
さ
ん
に
啓
発

し
、
協
力
す
る
立
場
と
い
え
ま

す
。
必
要
な
の
は
、
会
員
の
先

生
方
の
ほ
ん
の
少
し
の
手
間
と

勇
気
で
す
。

　

今
回
の
請
願
内
容
に
反
対
の

会
員
で
あ
っ
て
も
、
患
者
さ
ん

の
要
望
を
政
府
に
届
け
る
た
め

に
、
せ
め
て
待
ち
合
い
室
に
署

名
用
紙
を
置
い
て
お
く
、
少
し

の
手
間
は
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

「
請
願
署
名
に
効
果
が
少
な

い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意

見
も
理
解
で
き
ま
す
。
年
間
数

千
件
と
言
わ
れ
る
請
願
の
採
択

率
は
約
10
％
で
す
が
、
そ
の
請

願
の
約
半
数
が
厚
生
労
働
委
員

会
へ
の
付
託
で
、
社
会
保
障
分

野
へ
の
国
民
の
要
望
が
高
い
の

も
ま
た
事
実
で
す
。

　

国
民
の
要
望
を
政
治
に
届
け

る
方
法
と
し
て
は
、
選
挙
、
請

願
・
陳
情
、
デ
モ
等
が
あ
り
ま

す
が
、
個
々
の
政
策
へ
の
効
果

判
定
は
困
難
で
す
。
現
行
の
選

挙
制
度
で
す
ら
、
民
意
を
確
実

に
反
映
し
て
い
る
か
議
論
の
あ

る
と
こ
ろ
で
す
。
実
際
、
選
挙

以
外
で
、
請
願
署
名
以
上
に
、

国
民
の
意
思
を
表
明
し
、
具
体

的
に
政
治
を
動
か
す
効
果
的
な

方
法
は
多
く
な
い
で
し
ょ
う
。

　

待
合
室
に
政
治
を
持
ち
込
み

た
く
な
い
気
持
ち
も
分
か
り
ま

す
が
、
患
者
さ
ん
の
健
康
は
も

ち
ろ
ん
、
先
生
と
そ
の
ご
家

族
、
従
業
員
の
生
活
の
糧
も
、

大
半
が
政
治
に
よ
っ
て
左
右
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

　

７
０
０
０
名
会
員
が
10
筆
ず

つ
集
め
れ
ば
７
万
筆
で
す
。
地

域
の
医
療
に
一
定
の
役
割
と
責

任
を
持
つ
医
療
提
供
者
と
し

て
、
失
政
の
「
つ
け
」
で
あ
る

財
政
赤
字
、
借
金
の
穴
埋
め

を
、「
受
益
者
」
な
ら
ぬ
「
受

難
者
」
負
担
で
あ
る
患
者
さ
ん

に
求
め
る
政
策
に
は
反
対
し
ま

し
ょ
う
。

　

家
族
、
従
業
員
、
患
者
さ

ん
、
出
入
り
の
業
者
…
…
誰
に

で
も
、
一
度
声
を
か
け
て
み
て

く
だ
さ
い
。
必
ず
署
名
し
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
。

活
発
な
発
言
が
出
さ
れ
、
議
案
が
承
認
さ
れ
た

点
課
題
を
承
認
し
た
。
ま
た
、
元
内
閣
法
制
局

長
官
の
阪
田
雅
裕
氏
が
「
集
団
的
自
衛
権
が
許

さ
れ
な
い
わ
け
」
を
テ
ー
マ
に
特
別
講
演
し
、

会
員
・
市
民
ら
１
６
０
人
が
参
加
し
た
。（
７

面
に
決
議
全
文
、
12
月
15
日
号
に
発
言
要
旨
）
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鍋
料
理
の
恋
し

い
季
節
が
や
っ
て

き
た
。
寒
さ
と
と

も
に
海
の
幸
、
山

の
幸
も
滋
味
を
増

し
て
く
る
。
日
本
海
な
ら
カ

ニ
、
瀬
戸
内
の
鮮
魚
、
丹
波
の

牡
丹
と
そ
れ
ぞ
れ
の
お
国
自
慢

が
始
ま
る
。
診
察
を
早
く
切
り

上
げ
て
帰
り
た
く
な
る
。
鍋
に

は
や
っ
ぱ
り
地
酒
。
委
細
は
鍋

奉
行
に
任
せ
て
、
さ
っ
そ
く
ち

び
ち
び
や
り
ま
す
か
▼
い
い
気

分
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ん
？

湯
気
の
向
こ
う
で
何
や
ら
ひ
そ

ひ
そ
声
が
。
年
貢
を
さ
ら
に
引

き
上
げ
る
相
談
ら
し
い
。「
分

か
っ
て
お
る
が
大
き
な
声
で
言

う
な
。
今
年
上
げ
た
ば
か
り
じ

ゃ
」
藩
主
の
声
か
。
百
姓
町
人

の
怨
嗟
を
知
っ
て
か
知
ら
ず
か

「
経
済
は
着
実
に
回
復
し
て
お

り
ま
す
」
と
い
う
奉
行
も
い
る

▼
な
る
ほ
ど
異
次
元
の
藩
札
乱

発
で
、
大
商
人
の
懐
は
相
当
暖

ま
っ
て
い
る
ら
し
い
が
、
こ
こ

か
ら
金
を
取
る
算
段
は
全
く
念

頭
に
な
い
よ
う
だ
。
冥
加
金
を

さ
ら
に
ま
け
て
や
る
話
ま
で
し

て
い
る
。
自
粛
し
て
い
た
献
金

も
大
っ
ぴ
ら
に
再
開
、
不
正
が

発
覚
し
た
重
臣
は
先
日
腹
を
切

ら
さ
れ
た
ば
か
り
だ
。「
財
福

屋
、
お
主
も
悪
よ
の
う
」「
か

た
じ
け
の
う
ご
ざ
り
ま
す
」
姿

は
見
え
ね
ど
声
が
聞
こ
え
る
▼

鍋
が
ア
ク
だ
ら
け
に
な
っ
て
い

る
。「
こ
の
ア
ク
代
官
め
！
」

と
叫
ん
だ
と
こ
ろ
で
正
気
に
戻

る
。
目
の
前
に
は
で
き
た
て
の

鍋
、
一
炊
の
夢
か
。
そ
の
昔
、

悪
政
に
対
抗
す
る
た
め
、
人
々

は
命
が
け
で
連
判
状
に
名
を
連

ね
た
。
現
在
の
署
名
運
動
の
ル

ー
ツ
で
あ
る
。
国
民
の
暮
ら
し

と
健
康
が
か
か
る
今
秋
の
署
名

運
動
、
先
人
た
ち
の
苦
労
を
思

う
と
、
う
た
か
た
で
終
わ
ら
せ

る
わ
け
に
は
い
か
ぬ
。
鍋
を
つ

つ
き
な
が
ら
、
一
人
で
も
多
く

の
人
に
名
を
連
ね
て
い
た
だ
け

る
知
恵
を
出
し
合
い
た
い（
星
）

阪
田
雅
裕
元
内
閣
法
制
局
長
官
が
特
別
講
演

「健康食品」の真実に「健康食品」の真実に
 目からウロコ 目からウロコ

「
ス
ト
ッ
プ
患
者
負
担
増
」署
名

〜
患
者
さ
ん
の
声
を
届
け
る
の
は
私
た
ち
の
役
割

署
名
推
進
本
部
副
本
部
長　
　

西
山　

裕
康

４・５面

特
別
講
演
で
は
阪
田
元
内
閣
法
制
局
長

官
が
、
解
釈
改
憲
の
問
題
点
を
訴
え
た

ほ
ん
の
少
し
の
手
間
と
勇
気
で
集
め
よ
う

ほ
ん
の
少
し
の
手
間
と
勇
気
で
集
め
よ
う



「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
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部
負
担
金
免
除
措
置
を
、
復
興

が
完
了
す
る
ま
で
再
実
施
し
、

全
被
災
医
療
機
関
の
再
建
に
公

的
支
援
を
お
こ
な
う
こ
と
。

②
被
災
地
復
興
に
直
接
関
係
の

な
い
事
業
に
復
興
予
算
を
流
用

す
る
の
を
や
め
、
被
災
者
の
生

活
再
建
に
真
に
役
立
つ
予
算
執

行
を
行
う
こ
と
。

３
、
財
政
構
造
の

転
換
を
求
め
る
要
求

①
消
費
税
の
10
％
増
税
を
中
止

し
、
医
療
に
ゼ
ロ
税
率
を
導
入

す
る
こ
と
。

②
無
駄
な
大
型
公
共
事
業
や
防

衛
予
算
な
ど
、
税
金
の
使
い
方

を
見
直
し
、
社
会
保
障
へ
の
公

費
負
担
を
拡
充
す
る
こ
と
。

③
労
働
者
派
遣
法
の
改
悪
を
止

め
、
安
定
的
雇
用
の
拡
大
、
賃

金
の
引
き
上
げ
で
社
会
保
険
料

収
入
を
確
保
す
る
こ
と
。

④
大
企
業
優
遇
税
制
を
や
め
、

内
部
留
保
を
積
み
増
し
し
て
い

る
企
業
や
富
裕
層
に
応
分
の
負

担
を
求
め
る
こ
と
。

４
、
原
発
ゼ
ロ
を

め
ざ
す
要
求

①
原
発
再
稼
働
を
止
め
、
全
原

発
の
廃
炉
方
針
を
明
確
に
す
る

こ
と
。

５
、
反
核
・
平
和
の

実
現
を
め
ざ
す
要
求

①
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の

閣
議
決
定
を
取
り
消
し
、
憲
法

９
条
を
守
る
こ
と
。

②
特
定
秘
密
保
護
法
を
廃
止
す

る
こ
と
。

③
非
核
３
原
則
を
法
制
化
し
、

核
廃
絶
の
た
め
に
世
界
の
先
頭

に
た
つ
こ
と
。

④
先
の
知
事
選
挙
で
示
さ
れ
た

沖
縄
県
民
の
総
意
を
尊
重
し
、

沖
縄
・
普
天
間
基
地
を
無
条
件

撤
去
す
る
こ
と
。

 

以
上

　

12
月
２
日
公
示
、
同
月
14
日
投
票
の
日
程
で
行
わ
れ
る
と
さ
れ
る
総
選
挙
に
向
け
て
、
政
策

部
会
で
確
認
さ
れ
た
「
２
０
１
４
年
総
選
挙
に
あ
た
っ
て
の
開
業
保
険
医
の
重
点
要
求

（
案
）」
を
発
表
す
る
。

高
齢
者
の
負
担
増
計
画
を
や
め

る
こ
と
。

⑥
診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ

を
行
う
こ
と
。

⑦
歯
科
医
療
危
機
の
打
開
に
ふ

さ
わ
し
い
歯
科
診
療
報
酬
の
大

幅
引
き
上
げ
、
保
険
範
囲
の
拡

充
を
行
う
こ
と
。

⑧
混
合
診
療
の
全
面
解
禁
に
道

を
開
く
「
患
者
申
出
療
養
」
を

止
め
、
安
全
性
が
確
立
し
普
及

し
て
い
る
も
の
は
保
険
給
付
を

認
め
る
こ
と
。

⑨
高
す
ぎ
る
国
保
保
険
料
を
引

き
下
げ
、
短
期
保
険
証
や
資
格

証
明
書
の
発
行
を
や
め
る
こ

と
。
学
資
保
険
な
ど
の
差
し
押

さ
え
を
行
わ
な
い
こ
と
。

⑩
日
本
の
国
民
皆
保
険
制
度
を

形
骸
化
さ
せ
、
ア
メ
リ
カ
型
の

医
療
を
日
本
に
持
ち
込
む
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
参
加
し
な
い
こ
と
。

⑪
生
活
保
護
制
度
の
改
悪
を
や

め
、
医
薬
品
の
処
方
制
限
を
行

わ
な
い
こ
と
。

⑫
要
支
援
事
業
を
自
治
体
任
せ

に
す
る
計
画
を
や
め
、
介
護
報

酬
を
抜
本
的
に
引
き
上
げ
、
要

介
護
認
定
の
基
準
を
見
直
す
こ

と
。
利
用
料
負
担
の
軽
減
を
図

る
こ
と
。

⑬
医
療
の
公
益
性
を
守
る
事
業

税
非
課
税
措
置
と
４
段
階
税
制

を
存
続
さ
せ
る
こ
と
。

２
、
震
災
復
興
を

求
め
る
要
求

①
東
日
本
大
震
災
の
医
療
費
一

護
法
の
制
定
、
日
本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ

の
設
立
、
集
団
的
自
衛
権
行
使

を
容
認
す
る
閣
議
決
定
、
防
衛

予
算
の
増
加
な
ど
、
平
和
と
民

主
主
義
を
脅
か
す
政
策
を
次
々

と
進
め
て
い
る
。

　

私
た
ち
は
こ
う
し
た
流
れ
を

転
換
さ
せ
、
憲
法
に
謳
わ
れ
た

「
平
和
主
義
」「
基
本
的
人
権

の
尊
重
」
を
真
に
実
現
す
る
政

治
を
求
め
る
。

個
別
要
求

１
、
医
療
の
改
善

要
求

①
県
単
位
で
医
療
費
抑
制
目
標

を
設
定
す
る
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ

ン
を
や
め
、
国
民
皆
保
険
制
度

を
堅
持
す
る
こ
と
。

②
国
の
責
任
で
、
医
療
・
社
会

保
障
給
付
の
水
準
を
他
の
先
進

国
並
み
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

③
医
療
・
社
会
保
障
の
財
源
確

保
の
た
め
、
大
企
業
の
求
め
る

法
人
税
引
き
上
げ
を
止
め
、
大

企
業
の
保
険
料
事
業
主
負
担
を

他
の
先
進
国
並
み
に
増
や
す
な

ど
空
前
の
利
益
を
上
げ
る
大
企

業
に
応
分
の
負
担
を
求
め
る
こ

と
。

④
医
師
、
助
産
師
、
看
護
師
な

ど
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
を
解
決
す

る
こ
と
。

⑤
医
療
費
窓
口
負
担
引
き
上
げ

を
や
め
、
こ
ど
も
の
医
療
費
は

中
３
ま
で
無
料
に
す
る
こ
と
。

　

今
次
総
選
挙
に
あ
た
り
、
私

た
ち
保
険
医
は
地
域
医
療
崩
壊

を
招
く
患
者
負
担
増
、
社
会
保

障
費
削
減
、
医
療
へ
の
市
場
原

理
の
持
ち
込
み
に
反
対
し
、
社

会
保
障
の
充
実
を
強
く
求
め

る
。

　

安
倍
政
権
は
、「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
」
と
称
す
る
経
済
政
策
を

進
め
て
い
る
が
、
そ
の
中
身
は

「
企
業
が
世
界
一
活
動
し
や
す

い
国
」
を
か
か
げ
て
の
、
金
融

緩
和
に
よ
る
円
安
誘
導
、
大
型

公
共
事
業
の
推
進
、
規
制
緩
和

で
、
小
泉
内
閣
が
進
め
た
〝
す

べ
て
市
場
に
任
せ
れ
ば
う
ま
く

い
く
〞
と
す
る
新
自
由
主
義
的

政
策
を
継
承
す
る
も
の
で
、

「
医
療
崩
壊
」
や
「
格
差
社

会
」
を
い
っ
そ
う
拡
大
し
て
い

る
。

　

一
方
、
国
民
生
活
は
円
安
に

よ
る
物
価
高
や
消
費
税
増
税
の

影
響
で
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。

結
局
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
は

大
企
業
優
先
、
国
民
い
じ
め
の

こ
れ
ま
で
の
自
公
政
治
と
何
ら

変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
国
民

経
済
は
い
っ
こ
う
に
改
善
し
て

い
な
い
。

　

社
会
保
障
政
策
で
も
診
療
報

酬
の
実
質
マ
イ
ナ
ス
改
定
を
は

じ
め
、「
病
院
か
ら
在
宅
へ
」

「
医
療
か
ら
介
護
へ
」「
施
設

介
護
か
ら
在
宅
介
護
へ
」
と
い

う
安
上
が
り
の
医
療
、
介
護
政

策
を
国
民
に
押
し
つ
け
、
一
方

で
空
前
の
患
者
負
担
増
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
特
定
秘
密
保 ２

０
１
４
年

２
０
１
４
年
1111
月月　
　
　
　

兵
庫
県
保
険
医
協
会

兵
庫
県
保
険
医
協
会

２
０
１
４
年
総
選
挙
に
あ
た
っ
て
の

２
０
１
４
年
総
選
挙
に
あ
た
っ
て
の

開
業
保
険
医
の
重
点
要
求（
案
）

開
業
保
険
医
の
重
点
要
求（
案
）

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
与
野
党

と
も
に
、
最
も
大
き
な
争
点
の

ひ
と
つ
と
し
て
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
」
の
是
非
を
掲
げ
て
い
る
。

　

安
倍
首
相
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
20
で
「
安

倍
政
権
が
３
本
の
矢
で
経
済
政

策
を
力
強
く
進
め
て
き
た
結

果
、
経
済
の
好
循
環
が
生
ま

れ
、
デ
フ
レ
脱
却
に
向
け
て
着

実
に
前
進
し
、
成
長
力
を
回
復

し
つ
つ
あ
る
」
と
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
成
果
を
強
調
し
て
い
る
。

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が

大
幅
マ
イ
ナ
ス
に

　

で
は
、
安
倍
首
相
が
言
う
よ

う
に
本
当
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で

経
済
は
好
転
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
国
民
生
活
は
豊
か
に
な

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

２
０
１
４
年
７
〜
９
月
期
の

　

安
倍
首
相
は
11
月
19
日
、
衆

院
解
散
を
表
明
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
12
月
２
日
公
示
、
14
日
投

開
票
の
予
定
で
総
選
挙
が
行
わ

れ
る
。
今
次
総
選
挙
の
争
点
解

説
を
２
回
に
わ
た
り
行
う
。
第

１
回
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の

是
非
を
問
う
。
次
回
は
、
社
会

保
障
改
悪
を
取
り
上
げ
る
。

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
年
率
換
算
で
前

期
比
マ
イ
ナ
ス
１
・
６
％
と
な

り
、
４
〜
６
月
期
の
マ
イ
ナ
ス

７
・
１
％
に
引
き
続
き
、
２
四

半
期
続
け
て
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ

た
。

　

４
〜
６
月
期
の
マ
イ
ナ
ス
に

つ
い
て
、
政
府
は
当
初
、
消
費

税
増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要
の

反
動
減
だ
と
説
明
し
、
７
〜
９

月
期
で
は
、
プ
ラ
ス
成
長
に
な

る
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ

の
期
待
は
裏
切
ら
れ
る
格
好
と

な
っ
た
。

そ
も
そ
も
う
ま
く
い
っ
て

い
な
い
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

　

表
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
前
後

で
統
計
の
そ
ろ
っ
て
い
る
２
０

１
２
年
と
２
０
１
３
年
を
比
較

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
法

人
企
業
経
常
利
益
は
大
幅
に
増

加
し
て
い
る
が
、
一
方
で
、
正

規
雇
用
者
数
は
減
り
、
勤
労
者

世
帯
の
収
入
も
ほ
ぼ
横
ば
い

で
、
増
加
率
も
落
ち
て
い
る
。

さ
ら
に
物
価
指
数
も
上
が
っ
て

お
り
、
実
際
の
生
活
は
良
く
な

る
ど
こ
ろ
か
苦
し
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

国
民
に
届
か
な
い

日
銀
マ
ネ
ー

第
１
の
矢
の
失
敗

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
第
１
の
矢

は
「
大
胆
な
金
融
政
策
」
と
称

さ
れ
る
も
の
で
、
日
銀
が
民
間

金
融
機
関
に
供
給
し
て
い
る
資

金
（
＝
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
）

を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
民

間
金
融
機
関
の
貸
し
出
し
な
ど

市
場
に
供
給
さ
れ
る
資
金
（
＝

マ
ネ
ー
ス
ト
ッ
ク
）
を
増
や

し
、
民
間
消
費
や
企
業
の
設
備

投
資
を
増
や
す
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー

ス
を
い
く
ら
増
や
し
て
も
、
実

際
に
市
場
に
供
給
さ
れ
て
い
る

マ
ネ
ー
ス
ト
ッ
ク
は
全
く
増
え

て
い
な
い
の
で
あ
る
（
図
）。

　

日
銀
が
ど
ん
な
に
金
融
緩
和

を
行
っ
て
も
、
実
際
の
資
金
需

要
が
な
い
た
め
に
、
貸
し
出
し

は
増
え
ず
、
景
気
は
好
転
し
て

い
な
い
。

　

行
き
先
を
失
っ
た
資
金
は
、

金
融
市
場
に
流
れ
、
株
高
、
円

安
を
招
い
た
。
株
価
が
上
が
る

こ
と
自
身
は
悪
い
こ
と
で
は
な

い
が
、
利
益
を
得
る
の
は
、
株

式
を
大
量
に
保
有
す
る
大
企
業

や
富
裕
層
に
と
ど
ま
る
。
一
方

の
円
安
も
輸
出
大
企
業
の
業
績

に
は
貢
献
し
て
い
る
が
、
生
活

必
需
品
な
ど
の
物
価
高
を
招
い

て
お
り
、
国
民
生
活
を
苦
し
い

も
の
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
大
企
業
や
富
裕
層

は
「
第
１
の
矢
」
の
恩
恵
を
受

け
て
い
る
が
、
多
く
の
国
民
は

む
し
ろ
被
害
を
こ
う
む
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

無
駄
な
公
共
事
業
を
推
進

第
２
の
矢
の
失
敗

　

第
２
の
矢
は
「
機
動
的
な
財

政
出
動
」
と
銘
打
っ
て
い
る
も

の
の
、
そ
の
実
態
は
不
要
不
急

の
大
型
公
共
事
業
の
推
進
で
あ

る
。

　

確
か
に
表
に
あ
る
よ
う
に
、

２
０
１
３
年
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成

長
率
の
う
ち
、
０
・
５
％
は
公

共
投
資
に
よ
る
も
の
で
、
経
済

成
長
を
下
支
え
す
る
効
果
は
あ

る
。
し
か
し
、
逆
に
言
え
ば
、

政
府
に
よ
る
公
共
投
資
が
な
け

れ
ば
、
経
済
成
長
率
は
１
％
で

あ
り
、
前
年
の
成
長
率
を
下
回

っ
た
と
い
え
る
。

　

つ
ま
り
、
依
然

と
し
て
民
間
の
需

要
は
増
え
て
お
ら

ず
、
自
律
的
な
景

気
拡
大
は
起
こ
っ

て
い
な
い
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
公

共
投
資
の
原
資
は

税
金
や
国
債
発
行

に
よ
り
ま
か
な
わ

れ
て
い
る
の
で
、

い
ず
れ
限
界
を
迎

え
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。

規
制
緩
和
は
格
差
広
げ
る

第
３
の
矢
の
失
敗

　

第
３
の
矢
は
「
民
間
投
資
を

喚
起
す
る
成
長
戦
略
」
で
あ
る

が
、
規
制
緩
和
を
さ
ら
に
進
め

る
も
の
で
あ
る
。
医
療
分
野
で

は
「
患
者
申
出
療
養
」
の
創
設

や
国
家
戦
略
特
区
の
指
定
な

ど
、
労
働
分
野
で
は
雇
用
ル
ー

ル
の
規
制
緩
和
を
進
め
る
一
方

で
、
大
企
業
向
け
に
は
法
人
税

減
税
を
行
お
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
政
策
が
、
経
済
成

長
を
促
進
す
る
ど
こ
ろ
か
、
貧

困
を
も
た
ら
し
、
国
民
の
生
活

を
破
壊
す
る
こ
と
は
、
小
泉
政

権
下
で
起
こ
っ
た
格
差
社
会
の

拡
大
、
医
療
崩
壊
な
ど
か
ら
も

す
で
に
明
ら
か
で
あ
る
。

社
会
保
障
を
充
実
し
、

自
律
的
な
経
済
成
長
を

　

で
は
、
国
民
を
豊
か
に
す
る

真
の
経
済
成
長
の
た
め
に
は
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
自
民
党

が
と
っ
て
き
た
政
策
と
は
逆

に
、
賃
上
げ
と
正
規
雇
用
の
拡

大
、
社
会
保
障
の
充
実
で
国
内

の
消
費
力
を
抜
本
的
に
引
き
上

げ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
れ

ば
、
国
内
市
場
が
活
性
化
し
、

公
共
事
業
に
よ
る
下
支
え
な
し

に
経
済
が
拡
大
す
る
。

　

そ
し
て
、
賃
上
げ
と
雇
用
拡

大
、
社
会
保
障
の
充
実
の
た
め

の
財
源
は
大
企
業
に
眠
っ
て
い

る
。
大
企
業
は
こ
の
20
年
間
で

80
兆
円
も
利
益
剰
余
金
を
積
み

増
し
、
さ
ら
に
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
に
よ
り
空
前
の
利
益
を
上
げ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
法
人
税
の

相
次
ぐ
減
税
や
、
正
社
員
を
リ

ス
ト
ラ
し
、
非
正
規
雇
用
を
増

や
し
て
得
た
も
の
で
あ
る
。

　

大
企
業
は
こ
の
資
金
を
税
金

や
賃
金
の
引
き
上
げ
、
正
規
雇

用
の
拡
大
で
社
会
に
還
元
す
べ

き
で
あ
る
。

表　アベノミクス前後の各指標

2012年
アベノミク
ス前年

2013年
アベノミク
ス１年目

実質GDP成長率
（　）内は公共投資の
寄与分

1.5％
（0.1％）

1.5％
（0.5％）

法人企業経常利益 48兆円 60兆円
前年度比増加率 ７％ 23％

勤労者世帯（２人以上）
の収入 （月平均） 46.8万円 46.9万円

前年度比増加率 1.2％ 0.2％
正規雇用者数 3340万人 3294万人
非正規雇用者数 1813万人 1906万人
物価指数 99.7 100

（注）法人企業経常利益は年度、他は暦年
（資料）「国民経済計算」「法人企業統計」「毎
月勤労統計」「家計調査」「労働力調査」「消費
者物価指数」

総
選
挙
特
集

総
選
挙
特
集

図　通貨関連の推移
マネタリーベースは２倍でも、マネーストックは７％増

◆マネーストックとは「（中央銀行を含む）金融部門全体から経済
　に対して供給される通貨」。
◆マネタリーベースとは「日本銀行が供給する通貨」のこと。

（出所）日本銀行統計より作成。

マネタリーベース（右軸）

マネーストック（左軸）
2012年１月
1113兆円
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2014年６月
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復
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前進座・初春特別公演

五味康祐／原作
ジェームス三木／脚本・演出

日　程　2015年１月11日（日）、12日（月・祝）、
　　　　17日（土）、18日（日）
　　　　 計４ステージ　11時～　
　　　　※午前の部のみのご案内とさせていただきます。
　　　　　上演時間は約３時間（予定）
会　場　京都四條　南座
出　演　藤川矢之輔、嵐芳三郎、中嶋宏太郎、
　　　　浜名実貴、他前進座総出演
特別観劇料　１等席10,000円を8,000円に

お申し込みは、文化部☎078－393－1817 吉永まで

文化部斡旋企画

～忠臣蔵を吉良側から描いた異色作～

『薄桜記』

◀
署
名
用
紙

◀
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ

２日　冬に注意すべき内科疾患
９日　今年のインフルエンザ
16日　財政危機は本当か（仮）
23日　「患者申出療養」って何？
30日　石炭火力発電所の問題点

12月の放送予定

AM558kHz（但馬放送局1395kHz）
 毎週火曜20時25分ごろ～

ラジオ関西番組出演

「医療知ろう！」放送中

追加注文は、☎078－393－1807まで

ストップ患者負担増！ストップ患者負担増！

署名・クイズチラシにご協力を署名・クイズチラシにご協力を

①まず、協会へお電話ください→②協会から融資申込書をお送りします→③印鑑
証明・収入印紙をご用意いただき、申込書類に必要事項ご記入のうえ、協会に持
ち込み、または、郵送ください→④兵庫県医療信用組合の窓口で制度説明を受け
ていただきます→⑤審査後、融資実行となります（毎週木曜締切・翌週金曜実行）

２.０７５
２.１７５

お問合せは共済部までお問合せは共済部まで

署名「私も集めてます」署名「私も集めてます」

ストップストップ

インタビューインタビュー

患者負担増患者負担増

●③

　

こ
れ
ま
で
署
名
を
院
内
で
集

め
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
政
府
が
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
患
者
負
担
増
計
画
を
知

り
、
こ
れ
は
大
変
問
題
が
あ
る

と
思
い
、
署
名
を
集
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
政
府
が
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
患
者
負
担
増
計
画
の

中
で
、
一
番
影
響
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
の
は
漢
方
薬
や
湿
布

薬
な
ど
を
保
険
か
ら
外
す
こ
と

で
す
。
私
は
整
形
外
科
で
す
の

で
湿
布
薬
を
よ
く
処
方
し
ま
す

が
、
保
険
か
ら
外
さ
れ
、
薬
局

な
ど
で
直
接
買
う
よ
う
に
な
る

と
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
負
担

が
と
て
も
重
く
な
り
ま
す
ね
。

　

70
歳
以
上
の
患
者
負
担
の
引

き
上
げ
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
弱
い
者
い
じ
め
と
し
か
思

え
ま
せ
ん
。
た
だ
で
さ
え
高
齢

の
方
は
医
療
費
負
担
が
重
い
と

よ
く
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
り
、
こ

れ
以
上
の
負
担
増
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
、
署
名
を
集

め
、
患
者
負
担
増
計
画
を
ス
ト

ッ
プ
さ
せ
る
た
め
、
声
を
上
げ

る
時
に
は
患
者
さ
ん
に
声
か
け

を
し
て
も
ら
う
よ
う
に
頼
ん
で

い
ま
す
。
他
の
人
の
署
名
が
あ

る
と
、
患
者
さ
ん
に
書
い
て
い

た
だ
き
や
す
い
で
す
ね
。

　

今
後
、
署
名
・
チ
ラ
シ
・
返

信
用
封
筒
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

も
の
を
患
者
さ
ん
に
配
る
こ
と

な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
私

が
で
き
る
こ
と
で
あ
れ
ば
い
く

ら
で
も
協
力
し
ま
す
。

　

私
の
診
療
所
で
は
、
処
方
箋

を
渡
す
と
き
に
、
ス
タ
ッ
フ
か

ら
患
者
さ
ん
に
署
名
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
私
も
診
療
に
余

裕
が
あ
る
と
き
は
、
診
察
室
で

返
信
封
筒
付
き
の
署
名
用
紙
を

渡
し
て
、
家
族
の
分
も
署
名
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
が
署
名
の

内
容
を
き
ち
ん
と
訴
え
ら
れ
る

よ
う
に
、
毎
日
の
朝
礼
で
、
政

府
が
行
お
う
と
し
て
い
る
医
療

政
策
の
問
題
点
や
時
々
の
社
会

情
勢
な
ど
を
解
説
し
て
い
ま

す
。
こ
の
朝
礼
で
の
情
勢
報
告

は
震
災
以
来
20
年
続
け
て
い
ま

す
。

　

私
の
診
療
所
に
来
る
患
者
さ

ん
は
、
地
域
柄
、
経
済
的
に
困

難
を
抱
え
た
方
が
多
く
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
間
、
政

府
が
進
め
て
き
た
患
者
負
担
増

に
、
み
な
さ
ん
怒
っ
て
い
ま
す

し
、「
さ
ら
に
負
担
が
増
え
れ

ば
、
生
活
で
き
な
い
」
と
切
実

な
声
も
よ
く
聞
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
患
者
さ
ん
た
ち
の

背
景
も
あ
っ
て
、
署
名
を
お
願

い
す
る
と
、
断
る
人
は
い
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
、
患
者
さ
ん
か
ら

「
い
つ
も
、
私
た
ち
の
た
め
に

あ
り
が
と
う
」
と
お
礼
を
言
わ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
署
名
運
動
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
っ

て
、「
自
分
た
ち
、

患
者
の
こ
と
を
考
え

て
く
れ
て
い
る
」
と

い
う
医
療
機
関
の
信

頼
に
も
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。

　

日
々
の
診
療
で
忙

し
い
中
で
す
が
、
ぜ

ひ
、
皆
さ
ん
の
医
療

機
関
で
も
取
り
組
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

受
付
に
チ
ラ
シ
を
置
き
、
署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

と
う
っ
た
え
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

医院をあげて署名に取り組む

患
者
さ
ん
か
ら
声

患
者
さ
ん
か
ら
声

「
私
た
ち
の
た
め
に
あ
り
が
と
う
」

「
私
た
ち
の
た
め
に
あ
り
が
と
う
」

武
村　

義
人
先
生

中
央
区
・
生
田
診
療
所

　

今
日
こ
の
ご
ろ
は
明
け
て
も

暮
れ
て
も
デ
イ
ケ
ア
通
い
。
そ

し
て
、
し
っ
か
り
と
リ
ハ
ビ
リ

に
励
む
。

　

歩
行
不
全
の
解
消
は
ま
だ
ま

だ
だ
が
、
体
調
は
絶
好
調
で
や

る
気
十
分
。
何
が
あ
っ
て
も
当

分
は
死
ね
そ
う
も
な
い
。

　

こ
れ
も
皆
、
デ
イ
ケ
ア
通
い

と
リ
ハ
ビ
リ
の
お
か
げ
。

　

そ
の
デ
イ
ケ
ア
が
今
危
う

い
。

　

リ
ハ
ビ
リ
が
売
り
の
わ
が
デ

イ
ケ
ア
の
街
の
評
価
は
た
だ
い

ま
、
す
こ
ぶ
る
高
い
。
利
用
希

望
者
殺
到
し
て
「
ご
め
ん
な
さ

い
」
を
言
う
の
に
余
念
が
な

い
。

　

そ
の
繁
栄
は
、
合
理
的
で
か

つ
営
利
性
に
徹
し
、
経
営
母
体

の
、
そ
の
限
り
で
優
れ
た
管
理

・
運
営
能
力
に
結
果
す
る
が
、

加
え
て
、
介
護
報
酬
の
割
高
の

設
定
も
有
利
に
働
い
て
い
る
。

　

さ
ら
に
さ
ら
に
、「
世
間
並

み
」
と
い
う
名
の
法
外
に
、
あ

る
い
は
仰
天
す
る
ほ
ど
に
低
き

に
抑
え
ら
れ
た
デ
イ
ケ
ア
ス
タ

ッ
フ
の
労
働
の
対
価
。

　

デ
イ
ケ
ア
に
働
く
わ
れ
ら
の

ス
タ
ッ
フ
は
、
利
用
者
に
と
こ

と
ん
寄
り
添
っ
て
、
自
ら
自
主

的
に
仕
事
を
見
い
だ
し
て
実
に

良
く
働
く
。
も
と
も
と
、
主
任

職
の
ほ
か
に
は
職
階
は
な
く
、

彼
ら
の
仕
事
ぶ
り
に
は
自
主
・

民
主
の
気
風
が
あ
る
。

員員

稿稿

会

投

明けても暮れても
デイケア通い

洲本市・歯科　　藤原　　知

～介護報酬６％カット考

　

と
に
か
く
、
上
に
指
示
さ
れ

な
く
て
も
自
主
的
に
、
自
ら
を

律
し
て
よ
く
働
い
て
、
よ
く
仕

事
を
何
で
も
こ
な
す
。
み
ん
な

誰
で
も
ど
ん
な
仕
事
で
も
こ
な

せ
る
の
で
あ
る
。
見
事
で
あ

る
。

　

ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
こ
う
し
た

情
熱
と
献
身
に
支
え
ら
れ
て
、

デ
イ
ケ
ア
は
ま
わ
る
の
で
あ

る
。

　

そ
れ
な
の
に
そ
れ
な
の
に
、

ス
タ
ッ
フ
の
労
働
対
価
を
低
く

抑
え
て
、
そ
の
分
を
〝
内
部
留

保
〞
す
る
。
あ
り
そ
う
な
話
で

あ
る
。

　

そ
し
て
、
官
僚
は
こ
の
内
部

留
保
に
着
目
し
て
、
あ
ざ
と
く

も
、
介
護
報
酬
の
６
％
カ
ッ
ト

を
口
に
し
た
。
彼
ら
は
や
る
気

で
あ
る
。

　

看
護
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質

量
共
の
低
下
を
招
く
こ
と
を
承

知
の
上
で
。
利
用
者
が
困
る
こ

と
を
承
知
の
上
で
。

　

こ
う
し
た
事
情
を
介
護
施
設

と
そ
の
利
用
者
に
知
ら
せ
ね
ば

な
る
ま
い
。

　

保
険
医
協
会
が
、
そ
の
広
報

の
た
め
に
立
ち
上
が
る
。
パ
ン

フ
や
ポ
ス
タ
ー
を
施
設
と
利
用

者
に
届
け
る
。
よ
ろ
し
い
で
な

い
で
す
か
と
思
う
も
の
で
あ

る
。

て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

ま
ず
ス
タ
ッ

フ
か
ら
署
名
を

集
め
、
そ
の
後

受
付
に
チ
ラ

シ
、
署
名
用
紙

を
置
き
、
患
者

さ
ん
か
ら
署
名

し
て
も
ら
う
よ

う
に
し
て
い
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ

に
も
時
間
が
あ

は
じ
め
て
署
名
に

は
じ
め
て
署
名
に

取
り
組
み
ま
す

取
り
組
み
ま
す

福
島　

久
徳
先
生

三
田
市
・
整
形
外
科
ふ
く
し
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク
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岡
本
好
司
理
事
の
開
会
宣
言

に
引
き
続
き
、
Ａ
１
分
科
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。
第
１
席
で

は
、
西
宮
市
・
広
川
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
広
川
恵
一
先
生
が

「
高
血
圧
症
通
院
者
１
０
０
名

に
つ
い
て
５
年
目
の
健
康
管
理

の
検
討
」
と
題
し
、
少
な
い
薬

で
良
好
に
管
理
で
き
て
い
る
結

果
を
報
告
さ
れ
、
患
者
さ
ん
を

主
人
公
に
し
た
マ
ン
ネ
リ
に
な

ら
な
い
診
療
の
実
践
を
強
調
さ

れ
ま
し
た
。　

　

第
２
席
は
、
同
じ
く
広
川
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
木
村
優
美
看

護
師
に
よ
る
「
地
域
訪
問
看
護

と
外
来
看
護
の
連
携
の
中
で
あ

ら
た
に
学
ん
だ
こ
と
」。
３
事

例
の
経
験
を
通
し
て
、
訪
問
看

護
と
外
来
看
護
の
連
携
の
な
か

で
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
理
念
で
あ

る
知
識
、
技
術
、
患
者
・
家
族

へ
の
三
重
の
関
心
を
深
め
ら
れ

た
こ
と
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
席
は
、
西
宮
市
・
白
澤

薬
局
段
上
店
の

金
光
伴
訓
薬
剤

師
か
ら
「
在
宅

で
の
残
薬
処
理

と
服
薬
管
理
」

に
つ
い
て
の
発

表
で
す
。
薬
剤

師
が
訪
問
す
る

こ
と
で
相
当
量

の
残
薬
が
判
明

し
た
事
例
を
報

告
さ
れ
、
治
療

的
に
も
医
療
経

済
的
に
も
大
き

な
問
題
で
あ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不

　

ど
の
発
表
も
今
回
の
日
常
診

の
テ
ー
マ
「
い
ま
問
う　

あ
な

た
の
情
熱
」
に
ふ
さ
わ
し
い
内

足
が
原
因
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
４
席
で
は
、
東
灘
区
・
本

山
坂
井
瑠
実
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
坂

井
瑠
実
先
生
が
「
最
近
の
透
析

療
法
は
？
」
と
題
し
、
オ
ー
バ

ー
ナ
イ
ト
透
析
、
在
宅
血
液
透

析
に
も
取
り
組
ま
れ
て
、
患
者

さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
に
役
立

っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

尼
崎
市
・
野
村
医
院
の
喜
原

ま
り
看
護
師
に
よ
る
「
難
治
性

下
肢
潰
瘍
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」、
洲
本
市
・
た
か
た
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
高
田
裕
先
生
に
よ
る

「
日
常
診
療
に
お
け
る
ス
マ
ー

ト
デ
バ
イ
ス
の
活
用
」、
尼
崎

市
・
ド
リ
ー
ム
調
剤
薬
局
の
高

田
多
美
江
薬
剤
師
に
よ
る
「
米

国
の
薬
局
に
つ
い
て
」、
私
の

「
大
気
汚
染
の
自
主
的
調
査
活

動
の
重
要
性
に
つ
い
て
」
の
四

つ
の
発
表
で
あ
っ
た
。

　

「
難
治
性
下
肢
潰
瘍
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
で
は
、
潰
瘍
部
分

の
経
過
が
画
像
で
提
示
さ
れ
分

か
り
や
す
か
っ
た
。

　

生
活
背
景
の
改
善
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
必
要
で
、
時
間
は
か

か
っ
た
が
、
チ
ー
ム
の
粘
り
強

い
働
き
か
け
が
功
を
奏
し
た
こ

と
が
よ
く
理
解
で
き
た
。
基
礎

疾
患
病
状
を
中
心
に
質
問
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　

ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
い
つ
も
な
が
ら

全
体
の
シ
ス
テ
ム
構
成
が
素
晴

ら
し
い
と
感
じ
た
。
会
場
に
は

称
賛
と
好
奇
の
入
り
混
じ
っ
た

雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
た
。

　

米
国
薬
局
事
情
に
は
日
本
の

医
療
の
先
行
き
を
思
っ
て
か
、

多
く
の
聴
衆
が
興
味
を
寄
せ
て

い
た
。

　

私
が
行
っ
た
空
気
の
汚
れ
調

査
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
も
う
少
し

絞
っ
て
発
表
し
た
方
が
良
か
っ

た
よ
う
に
思
え
た
。

 

【
東
灘
区　

森
岡　

芳
雄
】

　

「
こ
ど
も
た
ち
の
予
防
接
種

も
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
あ
な
た

は
ど
ん
な
工
夫
を
さ
れ
て
い
ま

す
か
」
で
、
演
者
の
姫
路
市
・

小
野
寺
医
院
の
池
内
春
樹
先
生

は
、
姫
路
市
の
０
歳
児
の
予
防

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
を
示
し

な
が
ら
、
い
か
に
す
れ
ば
接
種

も
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
聴
衆
に
問
題
を
な
げ
か
け

た
。
ワ
ク
チ
ン
の
歴
史
や
個
人

予
防
と
社
会
予
防
に
つ
い
て
も

ふ
れ
ら
れ
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ
け
の
私
に

は
、
大
い
に
勉
強
に
な
っ
た
。

　

「
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
に
お

け
る
看
取
り
と
葬
儀
を
通
し
学

び
得
た
こ
と―

ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か
ら
得
た
こ
と―

」
で
は
、

姫
路
市
・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
だ
い
と
う
の
宮
岡
直
美
看

護
師
が
、
29
年
間
で
看
取
っ
た

８
５
４
名
の
方
の
内
訳
と
、
家

族
の
見
送
り
方
を
報
告
さ
れ

た
。
利
用
者
の
数
だ
け
ド
ラ
マ

が
あ
る
中
、
家
族
葬
が
増
え
て

き
て
い
る
と
述
べ
た
。
終
わ
り

に
、
家
族
や
友
人
が
穏
や
か
に

「
送
り
人
」
に
な
れ
る
よ
う
に

支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
を

示
し
た
。
さ
て
、
自
分
の
場
合

は
ど
う
な
る
の
か
と
考
え
て
し

ま
っ
た
。

　

「
見
て
い
る
よ
う
で
見
て
い

な
い
」
で
、
大
手
前
大
学
の
准

教
授
で
も
あ
る
酒
井
健
臨
床
心

え
、
運
動
療
法
と
合
わ
せ
減
量

に
役
立
た
せ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

尼
崎
市
薬
剤
師
会
会
営
薬
局

の
樽
井
昭
司
薬
剤
師
に
よ
る

「
無
菌
調
剤
室
共
同
利
用
研
修

会
お
よ
び
尼
崎
市
内
の
病
院
及

び
近
隣
市
内
の
病
院
の
地
域
連

携
室
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」。
83

人
の
薬
剤
師
が
研
修
を
修
了
さ

れ
実
際
の
稼
働
に
備
え
て
お
ら

れ
る
そ
う
だ
が
、
ま
だ
実
稼
働

に
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
よ
う

だ
。

　

明
石
市
・
原
歯
科
の
能
勢
大

樹
先
生
に
よ
る
「
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
臨
床

の
実
際
」。
今
年
、
小
臼
歯
の

　

毎
年
恒
例
の
「
日
常
診
」。

も
う
お
馴
染
み
の
言
葉
に
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
？　

そ
の

中
で
も
分
科
会
は
会
員
の
発
表

の
場
と
し
て
、
参
加
者
の
明
日

か
ら
の
診
療
・
服
薬
指
導
の
ヒ

ン
ト
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
貴

重
な
場
と
し
て
生
か
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

川
西
市
・
中
村
整
形
外
科
リ

ハ
ビ
リ
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
木
之
瀬

沙
希
・
中
筋
充
美
両
管
理
栄
養

士
に
よ
る
「
整
形
外
科
に
お
け

る
肥
満
外
来　

栄
養
指
導
の
実

践
（
２
２
０
０
例
）―
糖
質
制

限
食
及
び
運
動
療
法―

」。
食

事
内
容
を
色
別
し
て
視
覚
に
訴

認
知
症
の
評
価
は
そ
の
点
で
大

変
重
要
に
な
り
、
歯
科
治
療
に

て
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
）

の
改
善
に
つ
な
が
れ
ば
、
今
後

の
在
宅
医
療
の
改
善
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。

 

【
三
田
市　

森
下　

順
彦
】

・
心
療
内
科
の
臨
床
心
理
士
で

あ
る
清
水
純
也
氏
に
よ
る
「
緩

和
ケ
ア
に
お
け
る
心
理
的
評
価

の
重
要
性
」。
が
ん
と
向
き
合

っ
て
い
る
患
者
さ
ん
に
心
の
面

か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
、
臨
床

心
理
士
の
先
生
の
報
告
は
、
新

鮮
に
感
じ
る
と
と
も

に
、
今
後
、
社
会
的

ニ
ー
ズ
も
増
え
る
と

感
じ
ま
し
た
。
臨
床

心
理
士
の
先
生
が
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

　

中
央
区
・
新
神
戸

歯
科
の
藤
井
佳
朗
先

生
に
よ
る
「
認
知
症

老
人
に
対
す
る
歯
科

治
療
の
レ
ビ
ュ

ー
」。
今
後
、
高
齢

化
の
時
代
に
な
れ
ば

認
知
症
の
増
加
は
避

け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

減
さ
せ
る
」
に
つ
い
て
、
視
力

障
害
の
子
ど
も
が
全
国
に
数
多

く
み
ら
れ
ま
す
。
小
学
校
低
学

年
の
学
童
で
す
が
、
視
力
障
害

が
見
つ
か
り
、
そ
れ
以
降
眼
鏡

を
つ
け
て
、
非
常
に
活
発
に
な

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
も

し
、
今
回
報
告
の
あ
っ
た
両
眼

開
放
オ
ー
ト
レ
フ
機
器
が
あ
れ

ば
、
も
っ
と
早
く
に
発
見
が
で

き
た
か
も
？　

５
歳
ご
ろ
眼
科

で
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
利
用

さ
れ
た
な
ら
い
い
の
で
は
と
感

じ
、
ま
た
期
待
も
で
き
ま
し

た
。

　

た
つ
の
市
・
室
井
整
形
外
科

　

三
田
市
・
大
槻
歯
科
医
院
の

大
槻
榮
人
先
生
に
よ
る
「
高
齢

者
の
骨
粗
鬆
症
リ
ス
ク　

パ
ノ

ラ
マ
Ｘ
線
写
真
を
用
い
た
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
調
査
」
は
、
パ
ノ

ラ
マ
Ｘ
線
写
真
を
用
い
た
歯
科

か
ら
の
報
告
で
、
下
顎
骨
の
厚

さ
と
形
態
の
測
定
と
、
喪
失
歯

数
、
義
歯
使
用
の
有
無
と
骨
粗

鬆
症
と
の
関
連
を
調
べ
る
内
容

に
非
常
に
興
味
を
覚
え
ま
し

た
。
今
後
の
発
展
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

灘
区
・
山
中
眼
科
の
山
中
忍

先
生
に
よ
る
「
両
眼
開
放
オ
ー

ト
レ
フ
普
及
が
弱
視
児
童
を
激

各医院での多彩な取り組みに聞き入る参加者

質疑も活発に行なわれた

Ａ１分科会Ａ１分科会

情熱でこたえる
　　　　分科会に

Ｂ１分科会Ｂ１分科会

Ｂ２分科会Ｂ２分科会

Ａ２分科会Ａ２分科会

　

「
い
ま
問
う　

あ
な
た
の

情
熱
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と

し
て
10
月
26
日
、
神
戸
市
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
第
23
回
日
常
診
療
経
験

交
流
会
の
参
加
記
を
紹
介
す

る
。

多くの方が
興味を寄せる発表

Ａ３分科会Ａ３分科会

大
い
に
勉
強
に
な
る

講
演
ば
か
り

今
後
に
つ
な
が
る

有
意
義
な
場
に

そ
れ
ぞ
れ
の
多
様
な

取
り
組
み
紹
介

第23回　日常診療経験交流会　参加記

薬科部研究会

癌と支持療法について ～副作用対策、鎮痛から心のケアまで～

日　時　12月６日（土）16時～18時　　会　場　協会５階会議室
講　師　 近畿大学薬学部　松山　賢治教授
参加費　1000円（会員無料）※研究会終了後「薬科部忘年会」を開催予定

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで

容
で
、
私
自
身
も
た
い
へ
ん
刺

激
を
受
け
ま
し
た
。

 

【
明
石
市　

辻　
　

一
城
】

理
士
は
、
あ
る
動
画
を
見
せ
、

実
験
を
し
た
。
３
人
ず
つ
の
白

い
人
と
黒
い
人
が
ボ
ー
ル
を
パ

ス
を
す
る
の
で
、
白
い
人
同
士

が
パ
ス
す
る
回
数
を
数
え
る
と

い
う
も
の
だ
。
未
体
験
の
方
の

た
め
に
結
果
は
書
か
な
い
。
人

間
の
注
意
を
向
け
る
限
界
の
話

だ
っ
た
。

　

「
こ
れ
か
ら
の
有
床
診
の
在

り
方
」
で
、
演
者
の
尼
崎
市
・

西
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
西
原
弘
道

先
生
は
、
自
身
で
開
設
し
て
い

る
二
つ
の
救
急
告
示
診
療
所
で

の
三
つ
の
疾
患
に
つ
い
て
、
そ

の
費
用
を
２
０
０
床
以
上
の
病

院
の
場
合
と
比
較
し
た
結
果
を

報
告
し
た
。
有
床
診
療
所
の
方

が
明
ら
か
に
安
価
で
あ
り
、
無

床
診
療
所
と
大
病
院
と
の
架
け

橋
と
な
る
こ
と
で
、
地
域
医
療

に
貢
献
で
き
る
と
し
た
。
有
床

診
療
所
の
有
効
活
用
が
医
療
経

済
上
、
有
用
で
あ
る
と
思
う
。

 

【
尼
崎
市　

八
木　

秀
満
】

冠
に
保
険
適
用
さ
れ
た
そ
う

だ
。
カ
メ
ラ
で
口
腔
内
を
光
学

印
象
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
知

っ
て
驚
い
た
。

　

長
田
区
・
神
戸
協
同
病
院
の

上
田
耕
蔵
先
生
に
よ
る
「
日
本

人
間
ド
ッ
ク
学
会
の
基
準
範
囲

の
意
義
」。
マ
ス
コ
ミ
が
取
り

上
げ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

た
だ
、
高
血
圧
学
会
の
背
景
が

製
薬
メ
ー
カ
ー
で
人
間
ド
ッ
ク

学
会
が
健
保
連
と
い
う
こ
と

で
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

演
者
の
皆
さ
ま
は
、
そ
れ
ぞ

れ
時
間
を
か
け
て
ス
ラ
イ
ド
作

成
さ
れ
た
こ
と
を
感
じ
た
。
も

っ
と
多
く
の
参
加
者
に
会
場
に

来
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
。
来

年
は
大
勢
の
会
員
の
方
の
ご
参

加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
伊
丹
市
・
薬
剤
師　

 

長
光　

由
紀
】
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①
「
女
性
学
入
門　

そ
の

一
」
尼
崎
市
・
八
木
ク
リ
ニ

ッ
ク　

八
木
秀
満
先
生

　

女
性
に
対
す
る
と
き
は
、

常
に
妊
娠
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
妊
娠
の
徴

候
、
早
期
診
断
、
投
薬
、
Ｘ

線
の
影
響
と
更
年
期
障
害
の

問
題
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
好

評
で
あ
れ
ば
そ
の
二
も
、
と

の
こ
と
で
し
た
。

②
「
親
知
ら
ず
の
抜
歯
時
期

に
つ
い
て
・
考
」
川
西
敏
雄

先
生

　

抜
歯
時
期
の
決
定
は
、
そ

の
担
当
歯
科
医
師
の
裁
量
で

あ
る
と
い
い
な
が
ら
、
な
か

な
か
難
し
い
問
題
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
あ
げ
、
16
〜

17
歳
ご
ろ
が
良
い
の
で
は
と

い
う
ご
自
身
の
考
え
を
示
し

て
い
た
だ
い
た
。

③
「
一
般
用
医
薬
品
と
医
療

用
医
薬
品
」
宝
塚
市
・
た
ん

ぽ
ぽ
薬
局　

森
本
愛
先
生

　

医
薬
品
の
売
上
高
の
う

ち
、
一
般
用
医
薬
品
は
８
・

４
％
を
占
め
、
公
的
医
療
費

抑
制
政
策
の
一
環
と
し
て
さ

ら
に
増
や
そ
う
と
す
る
動
き

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
医
療
用
医
薬
品
と
の
相

互
作
用
や
副
作
用
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
整
腸

剤
、
鎮
痛
剤
、
感
冒
薬
、
ビ

タ
ミ
ン
剤
等
を
例
と
し
て
あ

げ
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

④
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
つ
い
て
」
尼
崎
市

・
わ
た
や
整
形
外
科　

綿
谷

茂
樹
先
生

　

整
形
外
科
学
会
が
最
近
し

き
り
に
広
報
し
て
い
ま
す
。

科　

川
村
雅
之
先
生

　

読
売
新
聞
に
大
き
く
報
道

さ
れ
、
多
く
の
方
の
関
心
を

引
い
た
問
題
で
す
。
歯
科
器

具
の
感
染
対
策
に
つ
い
て
、

要
介
護
に
な
る
原
因

の
12
％
が
転
倒
・
骨

折
で
、
10
％
が
関
節

疾
患
で
あ
り
、
こ
れ

を
予
防
す
る
こ
と
は

確
か
に
重
要
で
す

し
、
そ
の
た
め
の
ロ

コ
モ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
（
ロ
コ
ト

レ
）
も
大
切
で
す
。

若
年
人
口
が
減
少

し
、
医
療
・
介
護
福

祉
従
事
者
も
増
え
な

い
の
で
、
元
気
な
老

人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

増
や
す
た
め
の
ロ
コ

ト
レ
と
い
う
シ
ニ
カ

ル
な
切
り
口
も
提
示

さ
れ
ま
し
た
。

⑤
「
低
コ
ス
ト
で
で

き
る
感
染
対
策
」
伊

丹
市
・
か
わ
む
ら
歯

現
実
的
な
選
択
を
す
る
た
め

の
患
者
数
・
実
施
時
間
・
必

要
経
費
を
考
え
た
具
体
的
な

提
案
を
さ
れ
ま
し
た
。

⑥
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
〝
ブ
ッ
ク

型
お
薬
カ
レ
ン
ダ
ー
〞
の
活

用
」
東
灘
区
・
東
神
戸
薬
局

　

下
浦
志
織
先
生

　

20
年
前
よ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
も
の
を
作
成
さ
れ
、
長
期

に
わ
た
っ
て
変
わ
ら
ず
好
評

に
活
用
さ
れ
続
け
て
い
る
理

由
と
、
今
回
の
商
品
化
さ
れ

た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑦
「
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、

高
脂
血
症
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
見
直
す
／
日
本
人
間
ド
ッ

ク
学
会
が
投
げ
か
け
た
も

の
」
長
田
区
・
神
戸
協
同
病

院　

上
田
耕
蔵
先
生

　

人
間
ド
ッ
ク
学
会
の
新
た

な
健
診
の
基
準
値
は
高
血
圧

が
特
に
注
目
を
あ
び
た
が
、

真
の
目
的
は
高
脂
血
症
の
診

断
基
準
の
見
直
し
で
は
な
い

か
と
考
え
、
そ
こ
に
は
治
療

対
象
を
増
や
す
方
向
の
力

と
、
減
ら
す
方
向
の
力
の
せ

め
ぎ
あ
い
の
あ
ら
わ
れ
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
切
り
込

ま
れ
ま
し
た
。

⑧
「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
何
故

危
険
か
」
尼
崎
市
・
ク
レ
エ

ル
薬
局　

中
村
信
也
先
生

　

法
律
の
網
を
く
ぐ
り
抜
け

て
き
た
危
険
ド
ラ
ッ
グ
が
容

易
に
入
手
で
き
た
た
め
に
急

速
に
乱
用
が
広
が
り
、
い
ろ

い
ろ
な
交
通
事
故
や
死
亡
例

を
お
こ
し
て
き
た
現
状
の
分

析
と
、
本
来
の
医
療
に
用
い

た
と
き
の
有
用
性
に
つ
い
て

も
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
医
科
・
歯
科
・
薬

科
の
交
流
企
画
は
会
員
の
先

生
方
に
よ
る
発
表
で
、
毎
日

の
診
療
で
得
ら
れ
た
宝
物
を

出
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
日

常
診
ら
し
さ
に
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

【
た
つ
の
市

 

　

清
水　

映
二
】

日
常
診
療
に
す
ぐ
役
立
つ
は
な
し
が

提
供
さ
れ
た　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

Ｃ
Ｐ
Ｒ
講
習
会
に
は
54
人

（
医
師
３
人
、
歯
科
医
師
10

人
、
看
護
師
６
人
、
医
科
ス
タ

ッ
フ
20
人
、
歯
科
ス
タ
ッ
フ
14

人
、
小
学
生
１
人
）
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
日
本
Ｂ
Ｌ
Ｓ
協
会

の
Ｂ
Ｌ
Ｓ
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ー
の

西
宮
市
・
あ
し
だ
こ
ど
も
診
療

所
所
長
の
芦
田
乃
介
先
生
、
な

ら
び
Ｂ
Ｌ
Ｓ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
（
龍
山
敦
美
さ
ん
、
藤
堂
か

お
り
さ
ん
）、
診
療
所
ス
タ
ッ

フ
の
Ｂ
Ｌ
Ｓ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
（
佐
藤
久
美
子
さ

ん
、
片
山
恵
子
さ
ん
、
中
井
彩

さ
ん
、
合
田
千
広
さ
ん
、
錦
織

真
希
さ
ん
）、
そ
し
て
、
Ｂ
Ｌ

Ｓ
コ
ー
ス
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
ユ

ニ
コ
の
森　

村
上
こ
ど
も
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
村
上
博
の
体
制
で
臨

み
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
医
師
・
歯
科
医
師

や
蘇
生
講
習
経
験
者
の
看
護
師

を
対
象
と
し
て
、
ハ
ー
ト
セ
イ

バ
ー
コ
ー
ス
の
ビ
デ
オ
を
用
い

の
試
み
で
し
た
。

　

ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
で
は
、

医
師
か
ら
質
問
も
多
く
出
て
、

疑
問
の
解
決
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
役
立
っ
た
よ
う
で
す
。
ベ
ー

シ
ッ
ク
コ
ー
ス
で
は
、
心
肺
蘇

生
（
Ｃ
Ｐ
Ｒ
）
の
基
本
で
あ
る

と
同
時
に
肝
で
も
あ
る
、
胸
骨

圧
迫
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
両
コ

ー
ス
と
も
、
チ
ー
ム
と
し
て
い

か
に
効
果
的
な
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
実
現

す
る
か
と
い
う
こ
と
も
学
ん
で

い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
ぜ
ひ
Ｂ
Ｌ

Ｓ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

コ
ー
ス
や
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
ヘ
ル
ス
ケ

ア
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
コ
ー
ス
を
受

講
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
？

　

目
の
前
の
一
人
で
も
多
く
の

人
を
助
け
る
活
動
に
参
加
し
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
い
ろ
い

ろ
尽
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
兵
庫

た
「
ア
ド
バ
ン
ス
コ

ー
ス
」
と
、
医
科
や

歯
科
の
ス
タ
ッ
フ
お

よ
び
未
経
験
者
を
対

象
と
し
た
「
ベ
ー
シ

ッ
ク
コ
ー
ス
」
に
分

け
て
行
い
ま
し
た
。

必
ず
し
も
、
ベ
ー
シ

ッ
ク
が
簡
単
で
ア
ド

バ
ン
ス
が
高
度
と
い

う
の
で
は
な
く
、
各

職
種
に
応
じ
て
の
ニ

ー
ド
の
違
い
に
対
し

て
、
可
能
な
限
り
応

え
よ
う
と
い
う
意
図

か
ら
行
っ
た
初
め
て

お子さんもいっしょにCPRを実践

　

展
示
会
場
に
は
、
例
年
よ
り

も
多
く
の
方
が
出
入
り
さ
れ
、

お
祭
り
感
が
出
て
き
た
よ
う
に

思
い
ま
し
た
。

　

向
か
い
の
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
も

含
め
て
、
各
分
科
会
の
合
間
の

移
動
や
休
息
の
時
間
を
う
ま
く

活
用
さ
れ
た
方
々
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。

　

あ
な
た
と
わ
た
し
の
展
示

会
、
各
種
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
、
医
院
・
病
院
新
聞
、
県
下

の
特
産
品
展
示
・
引
換
、
協
賛

業
者
展
示
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
部
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

や
特
別
企
画
「
い
ま
さ
ら
聞
け

な
い　

教
え
て
」
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
ま
し
た
。

・
丹
波
焼
陶
芸
体
験
（
９
月
７

日
）
の
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
三
田
市
の
福
田
俊
明
先
生

の
陶
器
な
ど
、
プ
ロ
級
の
も
の

か
ら
、「
来
年
の
干
支　

未

（
ヒ
ツ
ジ
）
の
土
鈴
を
つ
く
っ

て
み
ま
せ
ん
か
」
に
参
加
さ
れ

た
会
員
や
ご
家
族
・
お
子
さ
ん

の
可
愛
い
作
品
、
私
の
よ
う
な

拙
い
作
品
ま
で
多
様
。

・「
小
豆
島
の
子
役
」
他
の
子

ど
も
や
鳥
を
繊
細
な
感
覚
で
捉

え
た
写
真
や
、
絵
画
な
ど
の
ア

ー
ト
作
品
で
は
、
伊
丹
市
・
川

村
雅
之
先
生
の
ご
家
族
（
娘
さ

ん
息
子
さ
ん
の
２
人
）
の
若
者

の
、
感
性
が
あ
ふ
れ
た
作
品
か

ら
、
森
本
愛
さ
ん
（
宝
塚
市
・

薬
剤
師
）
の
猫
を
題
材
に
し
た

イ
タ
リ
ア
ン
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
な

ど
多
彩
。
思
わ
ず
パ
チ
パ
チ
と

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

・
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
医
院
・
病
院
新
聞
コ
ー
ナ

ー
の
他
、
栄
養
指
導
の
実
際

（
中
村
整
形
外
科　

管
理
栄
養

士
・
木
ノ
瀬
紗
希
さ
ん
等
）
な

ど・
東
日
本
大
震
災
・
被
災
地
訪

問
記
録
パ
ネ
ル
展
示
、
原
爆
と

人
間
パ
ネ
ル
（
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ

ガ
サ
キ
、
世
界
の
核
弾
頭
数
、

非
核
兵
器
地
帯
の
地
図
）

・
特
別
企
画
「
今
さ
ら
聞
け
な

い　

教
え
て
」
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
文
字
を
も
う
少
し
大
き
く

し
て
い
た
だ
く
と
読
み
や
す
い

と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
絶
え

ず
数
名
か
ら
10
数
名
の
方
が
、

コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、
ウ
ー
ロ
ン

茶
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
薬
科
部
の
生
薬
体

験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
芍
薬
甘
草

湯
試
飲
（
煎
じ
る
前
の
生
薬
を

展
示
）
の
他
に
、
さ
り
げ
な
く

来
春
の
淡
路
島
へ
の
お
香
作
り

体
験
旅
行
の
前
宣
伝
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
楽
し
み
だ
け
の
レ

イ
ア
ウ
ト
で
は
な
く
、「
ス
ト

ッ
プ
患
者
負
担
増
」
署
名
の
コ

ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

☆
昼
食
休
憩
時
に
、
お
土
産
の

支
部
の
特
産
品
と
し
て
、
引
換

券
番
号
と
交
換
で
但
馬
支
部
出

品
の
但
熊
の
卵
か
け
ご
飯
用
の

醤
油
を
も
ら
い
ま
し
た
。
行
列

が
で
き
て
い
る
店
だ
そ
う
で

す
。

・
そ
の
他
、
協
賛
の
Ｍ
＆
Ｄ
保

険
医
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
大
阪
府

保
険
医
協
同
組
合
）、
ミ
ヤ
コ

在
宅
医
療
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

の
展
示
に
も
、
い
ろ
ん
な
方
が

関
心
を
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

 

【
芦
屋
市　

北
井　
　

明
】

ナ
ー
で
リ
ナ
ッ
ク
ス
パ
ソ
コ

ン
の
デ
モ
に
専
念
し
ま
し

た
。
今
春
サ
ポ
ー
ト
切
れ
に

な
っ
た
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

パ
ソ
コ
ン
の
活
用
法
の
一
つ

と
し
て
、
リ
ナ
ッ
ク
ス
転
用

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

リ
ナ
ッ
ク
ス
と
い
う
の
は

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ヘ
ル
シ
ン

キ
大
学
の
学
生
で
あ
っ
た
リ

ー
ナ
ス
・
ト
ー
バ
ル
ズ
が
開

発
し
た
ユ
ニ
ッ
ク
ス
系
の
カ

ー
ネ
ル
を
用
い
た
オ
ペ
レ
ー

テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
、
現

在
も
進
化
中
で
す
。
リ
ナ
ッ

ク
ス
の
特
徴
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ

ズ
や
マ
ッ
ク
に
比
べ
て
、
驚

く
ほ
ど
軽
い
こ
と
。
そ
れ
に

基
本
的
に
ソ
フ
ト
を
含
め
て

全
て
無
料
で
提
供
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。
実
際
に
私
の

お
役
御
免
の
10
年
以
上
前
の

ペ
ン
テ
ィ
ア
ム
３
の
レ
セ
コ

ン
上
で
も
フ
リ
ー
の
オ
フ
ィ

ス
が
さ
く
さ
く
動
き
ま
し

た
。
協
会
で
不
要
に
な
っ
た

コ
ア
２
に
至
っ
て
は
、
最
新

の
ウ
ブ
ン
ツ
が
ハ
イ
ス
ピ
ー

ド
で
動
き
ま
し
た
。

　

実
際
、
事
務
局
の
手
で
、

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
デ
モ
用
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
作
ら
れ
て

い
き
ま
し
た
。

　

た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
今

年
も
観
客
は
極
め
て
少
数
。

難
解
に
映
る
の
か
な
？

【
伊
丹
市
・
歯
科

 

川
村　

雅
之
】

　

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部

は
、
今
年
は
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
や
め
、
展
示
コ
ー

（上）個性豊かな作品に多くの方が足を
止め見入った（下）参加者はお土産とし
て、各支部が持ち寄った特産品を持って
帰った

す
ぐ
に
役
立
つ

情
報
を
共
有

チームとして
効果的なCPRを

多
彩
な
展
示
ず
ら
り

リナックスの
 有効な活用法

交流企画交流企画

医科・歯科・薬科医科・歯科・薬科
CPR講習会CPR講習会

情報ネットワーク企画情報ネットワーク企画

コーナーコーナー

展示・喫茶展示・喫茶 県
保
険
医
協
会
の
皆
さ
ま
に
心

よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

 

【
西
宮
市　

村
上　
　

博
】

「
医
科
・
歯
科
・
薬
科
連
携
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
」



支 部 の 催 物 案 内支 部 の 催 物 案 内

団体定期
生命保険 

■ 過去５年平均の配当率は45％
■ 団体保険だから断然安い保険料　
■ 最高5000万円の高額保障
■ 配偶者1000万円のセット加入あり

■ 加入者数5000人を超えました
■ ライフプランに合わせていつでも
　増額･減額できます
■ 医師による診査はありません

死亡保険は安さが一番です死亡保険は安さが一番です
いま話題のネット生保といま話題のネット生保と
比べてください比べてください！！

病気やケガの休業に備えて、
高い保険料を払っていませんか？

最長75歳まで、730日の充実保障／割安な
掛金が満期まで上がりません／掛け捨てで
はありません／弔慰・高度障害給付あり／自
宅療養、代診をおいても給付／精神疾患も
給付／所得補償保険との重複受給ＯＫ休業保障制度休業保障制度休業保障制度休業保障制度

グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険

２０１４年(平成２６年)１１月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１７６８号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 （６）

感
想
文

感 想 文

日　時　12月11日（木）19時～
会　場　公立日高医療センター
テーマ　 専門医に聞く開業医にここまで診て

ほしい「腰部脊椎管狭窄症について」
講　師　 公立日高医療センター顧問
　　　　芦田一彌先生

■但馬支部■症例検討会

お申し込みは、☎078－393－1801まで

日　時　12月６日（土）
　　　　18時30分～20時30分
会　場　創作イタリアンLarp
内　容　 テーブルマジック、ビンゴゲームなど
参加費　 大人4000円（飲み放題）、中学

生まで3000円

■明石支部■クリスマスパーティ

　

薬
科
部
は
10
月
18
日
、
協
会

会
議
室
で
第
８
回
薬
剤
師
の
た

め
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン

ト
研
究
会
「
薬
局
で
の
フ
ィ
ジ

カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
を
、
西

宮
市
の
広
川
恵
一
先
生
を
講
師

に
開
催
。
医
師
・
薬
剤
師
ら
23

人
が
参
加
し
た
。
司
会
を
つ
と

め
た
薬
剤
師
の
松
枝
静
紀
氏
の

感
想
を
掲
載
す
る
。

　

広
川
先
生
の
考
え
ら
れ
て
い

る
「
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン

甲
状
腺
機
能
低
下
が
あ
り
、
な

か
な
か
戻
ら
な
い
場
合
は
腎
・

肝
・
心
不
全
が
あ
る
。
薬
局
で

患
者
さ
ん
を
観
察
す
る
こ
と

で
、
病
気
を
推
察
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

ば
ち
指
の
人
は
肺
疾
患
が
あ

り
、
胸
や
肩
、
二
の
腕
な
ど
に

ク
モ
が
足
を
伸
ば
し
た
よ
う
な

形
の
赤
い
斑
紋
が
あ
っ
た
り
、

白
目
が
黄
色
の
場
合
は
黄
疸

で
、
肝
疾
患
が
あ
る
。

ト
」
は
、
そ
の
語
源
か

ら
「
そ
の
人
に
寄
り
添

っ
て
身
体
的
な
情
報
を

意
図
的
に
収
集
し
て
病

因
を
判
断
す
る
こ

と
」。

　

例
え
ば
高
齢
者
の
発

熱
は
、
嚥
下
性
肺
炎
を

疑
い
、
上
半
身
右
下
の

前
・
後
ろ
を
聴
診
し
、

ブ
リ
ブ
リ
と
湿
性
の
音

が
聞
こ
え
た
ら
診
断
で

き
る
。

　

む
く
み
を
押
さ
え
て

す
ぐ
に
戻
る
場
合
は
、

　

手
の
震
え
が
見
ら
れ
た
ら
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
が
、
気
管
支
を
広
げ
る
薬

の
副
作
用
も
あ
る
。
手
の
震
え

を
確
認
す
る
た
め
に
両
手
を
前

に
出
し
て
も
ら
い
、
上
に
薄
い

紙
を
載
せ
る
と
よ
く
分
か
る
。

　

医
師
は
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス

メ
ン
ト
か
ら
の
情
報
を
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、

対
応
を
判
断
す
る
。
肺
炎
の
場

合
は
「A-DROP

」（
日
本
呼
吸

器
学
会
「
成
人
市
中
肺
炎
診
療 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」）
に
準
じ
て

い
る
。
ま
た
診
断
確
率
を
高
め

る
知
識
と
し
て
、
例
え
ば
狭
心

症
は
３
〜
15
分
締
め
付
け
ら
れ

る
よ
う
な
痛
み
で
、
心
筋
梗
塞

は
や
け
火
箸
で
胸
を
え
ぐ
ら
れ

る
よ
う
な
痛
み
が
15
分
以
上
続

く
、
が
あ
る
。

　

認
知
症
は
直
近
の
記
憶
が
難

し
く
な
る
。
自
分
の
生
年
月
日

は
よ
く
覚
え
て
い
る
が
、
現
在

の
年
齢
を
聞
く
こ
と
は
簡
易
な

診
断
法
と
し
て
有
効
で
あ
る
。

長
谷
川
式
簡
易
知
能
評
価
ス
ケ

ー
ル
（HDS-R

）
で
30
点
満
点

中
17
点
だ
と
薬
を
自
分
で
飲
む

こ
と
が
危
う
く
、
15
点
の
人
は

で
き
な
く
な
る
。

　

広
川
先
生
か
ら
の
フ
ィ
ジ
カ

ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
知
識
で
、

薬
剤
師
も
薬
局
の
中
で
も
患
者

さ
ん
に
寄
り
添
っ
て
、
薬
の
適

正
使
用
に
貢
献
で
き
た
ら
と
思

う
。

【
東
灘
区
・
薬
剤
師

 

　

松
枝　

静
紀
】

　

ま
ず
は
今
回
、
医
療
者
側
の

諸
事
情
を
広
く
深
く
理
解
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
法
律
の
専
門

家
が
身
近
に
存
在
し
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
ま
た
、
実
際
の
事

例
を
生
の
声
で
直
接
分
か
り
や

す
く
紹
介
し
て
い
た
だ
く
機
会

を
い
た
だ
き
、
心
強
さ
と
安
心

感
を
得
ら
れ
た
こ
と
に
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
一
介
の
開
業
医
と
し

て
、
普
段
よ
り
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
、
教
科
書
に
準
じ
た
標
準
的

な
治
療
を
心
が
け
て
い
ま
す

が
、
患
者
背
景
を
考
慮
し
な
が

ら
、
同
じ
病
気
で
も
一
律
で
は

な
く
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
方
法
を

選
択
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
近
年
は
医
療
、

医
学
の
分
野

に
お
い
て

も
、
多
く
の

情
報
が
容
易

に
得
ら
れ
る

た
め
、
予
習

を
し
て
か
ら

来
院
す
る
患

者
が
多
く
、

患
者
側
か
ら

の
要
望
や
ア

ド
バ
イ
ス
（
!?
）
を
受
け
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
そ
の
と

き
、
強
い
プ
ロ
意
識
と
プ
ラ
イ

ド
か
ら
、
拒
否
感
と
嫌
悪
を
あ

ら
わ
に
し
て
し
ま
う
と
、
診
察

室
内
が
険
悪
な
雰
囲
気
に
な

り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
修
羅
場

と
化
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

治
療
開
始
前
か
ら
良
好
な
医

師
・
患
者
関
係
が
築
か
れ
て
い

な
い
状
況
で
は
、
た
い
て
い
良

い
結
果
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
患

者
も
つ
ら
い
症
状
か
ら
早
く
何

と
か
解
放
さ
れ
た
い
と
い
う
気

持
ち
か
ら
、
時
間
と
労
力
を
か

け
て
調
べ
て
き
た
わ
け
で
す
か

ら
、
あ
ま
り
こ
ち
ら
の
言
い
分

を
主
張
し
す
ぎ
ず
、
耳
を
傾

け
、
そ
の
努
力
を
認
め
る
こ
と

か
ら
始
め
る
こ
と
で
、
以
降
の

治
療
も
う
ま
く
い
く
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

講
演
に
お
い
て
も
、
患
者
に

不
都
合
な
状
況
に
至
っ
た
ら
す

ぐ
訴
訟
と
い
う
わ
け
で
は
な

く
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
何
ら

か
の
感
情
の
も
つ
れ
、
行
き
違

い
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
問
題
が

複
雑
化
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多

い
と
強
調
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。

　

医
学
の
発
達
は
目
覚
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

治
療
困
難
な
病
気
も
多
く
、
治

療
す
る
に
あ
た
っ
て
も
合
併

症
、
副
作
用
な
ど
の
リ
ス
ク
が

伴
い
ま
す
。

　

悩
み
苦
し
ん
で
い
る
患
者

に
、
共
に
分
か
ち
あ
う
気
持
ち

で
真
摯
な
態
度
で
相
対
し
、
協

調
し
て
病
気
の
治
療
へ
と
向
か

う
と
い
う
姿
勢
を
示
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
、
な
ん
と
な
く

分
か
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
実

践
し
き
れ
て
は
い
な
い
自
分
の

未
熟
さ
に
気
づ
く
こ
と
の
で
き

た
、
す
ば
ら
し
い
講
演
で
し

た
。

 

【
中
央
区　

加
茂　

統
良
】

医療過誤訴訟をテーマに
川西弁護士が記念講演　

薬局で患者さんを観察し、対応する
大切さを学んだ　　　　　　　　　

　

神
戸
支
部
は
10
月
18
日
に
協

会
会
議
室
で
第
35
回
総
会
を
開

催
し
、
前
年
度
の
活
動
報
告
と

今
年
度
活
動
方
針
を
決
定
。
新

役
員
と
し
て
、
須
磨
区
・
近
重

民
雄
先
生
と
灘
区
・
鈴
田
明
彦

先
生
が
副
支
部
長
に
、
東
灘
区

・
口
分
田
真
先
生
が
支
部
幹
事

に
選
出
さ
れ
た
。
記
念
講
演
で

は
、「
最
近
の
医
療
過
誤
訴
訟

の
動
向―

間
違
い
だ
ら
け
の
医

療
過
誤
の
考
え
方―

」
を
テ
ー

マ
に
、
阪
神
合
同
法
律
事
務
所

の
川
西
譲
弁
護
士
が
講
演
し
、

34
人
が
参
加
し
た
。
加
茂
統
良

先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

患者さんに寄り添い
薬の適正使用を

薬科部フィジカルアセスメント研究会神
戸
支
部　

第

神
戸
支
部　

第
3535
回
総
会
・
記
念
講
演

回
総
会
・
記
念
講
演

医
師
・
患
者
の

関
係
づ
く
り
が
大
切

明
石
支
部　

バ
ス
ツ
ア
ー

明
石
支
部　

バ
ス
ツ
ア
ー

秋の京都・大原を秋の京都・大原を
 ゆったり散策 ゆったり散策

三千院の門前で記念撮影

　

明
石
支
部
は
11
月
３
日
、
第
５
回
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー「
京

都
・
大
原
『
三
千
院
』『
寂
光
院
』
ゆ
っ
た
り
散
策
〜
湯
ど
う

ふ
付
の
ご
昼
食
と
『
琵
琶
湖
ワ
イ
ナ
リ
ー
』
へ
」
を
開
催
。
会

員
・
ス
タ
ッ
フ
ら
14
人
が
、
紅
葉
が
色
づ
き
始
め
た
京
都
・
大

原
の
三
千
院
や
寂
光
院
を
散
策
し
た
後
、
琵
琶
湖
ワ
イ
ナ
リ
ー

の
見
学
や
ワ
イ
ン
の
試
飲
を
楽
し
ん
だ
。

Ｑ１　創傷処理とは、どのような場合に
算定するのか。
Ａ１　切・刺・割創または挫創に対して
切除、結紮または縫合を行う場合の第１
回治療の際に算定します。第２診以後の
手術創に対する処置はＪ000「創傷処
置」を算定します。
Ｑ２　「筋肉、臓器に達するもの」とは
何をいうのか。
Ａ２　単に創傷の深さを指すものではな
く、筋肉、臓器に何らかの処理を行った
場合をいいます。
Ｑ３　創傷が数カ所あり、個々に縫合す
る場合は、どのように取り扱うのか。
Ａ３　近接した創傷については長さを合
計して一つの創傷として取り扱い、他の

手術の場合に比し著しい不均衡を生じな
いようにします。
Ｑ４　真皮縫合加算の「露出部」とは何
をいうのか。
Ａ４　頭部、頸部、上肢にあっては肘関
節以下および下肢にあっては膝関節以下
をいいます。
Ｑ５　真皮縫合加算は、指でも算定でき
るのか。
Ａ５　指の場合は算定できません。
Ｑ６　デブリードマンの加算は、どのよ
うな場合に算定するのか。
Ａ６　汚染された挫創に対して行われる
ブラッシングまたは汚染組織の切除等で
あって、通常麻酔下で行われる程度のも
のを行った場合に算定します。

医科保険請求

〈創傷処理、小児創傷処理〉

日本医師会レセコン ORCA
及び 連動  電子カルテ Dr.電カル
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医療法人の運営と税務の留意点医療法人の運営と税務の留意点

感 想 文

石
炭
火
力
発
電
所
が

抱
え
る
数
々
の
問
題
点

　

歯
科
部
会
は
11
月
２
日
に
協

会
会
議
室
で
歯
科
定
例
研
究
会

「
新
世
代
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ

と
メ
タ
ル
フ
リ
ー
修
復
」
を
開

催
。
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研

究
科
顎
口
腔
機
能
再
建
学
講
座

の
中
村
隆
志
准
教
授
を
講
師
に

50
人
が
参
加
し
た
。
津
田
敬
子

先
生
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

本
年
度
４
月
よ
り
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
が
保
険
導
入
さ
れ
た

が
、
当
院
で
は
保
険
外
の
も
の

と
何
が
違
い
ど
う
使
い
分
け
る

か
、
ま
た
患
者
説
明
を
ど
う
す

べ
き
か
で
議
論
し
て
お
り
、
ま

だ
導
入
に
至
っ
て
い
な
い
。
こ

の
た
び
、
今
後
の
扱
い
の
参
考

に
す
べ
く
、
研
究
会
に
参
加
し

た
。

　

メ
タ
ル
フ
リ
ー
修
復
の
利
点

と
し
て
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
フ
リ

ー
で
審
美
性
に
優
れ
、
来
院
回

数
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
な

ど
言
わ
れ
て
い
る
が
、
保
険
導

入
の
材
料
に
関
し
て
は
間
接
法

で
あ
る
た
め
、
２
回
の
来
院
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
小
臼
歯

の
単
冠
の
み
で
、
ブ
リ
ッ
ジ
な

ど
に
は
対
応
し
て
い
な
い
。
さ

ら
に
、
単
色
で
あ
り
高
度
な
審

美
性
を
求
め
ら
れ
な
い
症
例
が

適
応
症
と
な
る
。

　

し
か
し
、
保
険
適
用
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
レ
ジ
ン
は
、
ガ
ラ
ス

セ
ラ
ミ
ッ
ク
に
匹
敵
ま
た
は
し

の
ぐ
強
度
で
あ
る
と
の
こ
と

で
、
症
例
を
選
択
し
、
適
切
な

っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
と
感
じ

た
。
患
者
に
と
っ
て
苦
痛
の
大

き
い
印
象
採
得
が
口
腔
内
の
光

学
印
象
に
変
わ
り
、
時
間
も
も

っ
と
短
縮
さ
れ
る
と
よ
い
と
思

う
。

【
明
石
市
・
歯
科

 

津
田　

敬
子
】

　

石
炭
火
力
発
電
の
増
設
は
、

「
原
発
を
な
く
し
て
い
く
た
め

の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
必

要
と
な
る
の
で
は
」
と
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
窒
素
酸
化
物
や

硫
黄
酸
化
物
に
よ
る
大
気
汚
染

や
水
銀
排
出
な
ど
の
環
境
負
荷

が
大
き
く
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質

や
未
発
達
の
小
児
な
ど
に
健
康

被
害
を
与
え
る
懸
念
が
あ
る
こ

と
、
環
境
調
査
デ
ー
タ
を
偽
装

す
る
よ
う
な
神
鋼
の
企
業
体
質

が
あ
る
こ
と
、
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
が
多
く
、
ア
メ
リ
カ
で

は
石
炭
火
力
発
電
所
の
増
設
が

事
実
上
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
数
々
の
問
題
点
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

森
岡
先
生
を
中
心
に
し
て
、

地
元
の
問
題
は
、
環
境
・
公
害

対
策
部
を
中
心
に
取
り
組
ん
で

い
く
べ
き
と
愚
考
し
て
お
り
ま

す
。

　

私
が
ダ
ム
建
設
反
対
運
動
に

関
わ
っ
た
小
豆
島
も
そ
う
で
す

が
、
や
は
り
神
鋼
石
炭
火
力
発

電
所
の
問
題
で
も
、
大
気
の
汚

染
調
査
も
明
確
に
行
わ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
す
。

　

大
学
な
ど
専
門
施
設
に
協
力

し
て
い
た
だ
い

た
り
、
あ
る
い

は
個
人
で
も
何

ら
か
の
方
法

で
、
大
気
汚
染

の
実
態
調
査
が

求
め
ら
れ
て
い

る
と
思
い
ま
し

た
。

　

学
校
健
診
も

含
め
た
学
童
の

形
成
、
確
実
な

接
着
を
行
え

ば
、
患
者
に
は

十
分
恩
恵
の
あ

る
方
法
で
あ
る

と
感
じ
た
。

　

歯
科
の
将
来

像
と
し
て
歯
科

医
師
、
技
工
士

と
も
に
歯
科
の

知
識
以
外
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
操
作
が
で
き

る
こ
と
が
必
須

に
な
り
、
仕
事

の
内
容
も
変
わ

　

日
本
国
憲
法
公
布
68
周
年
を

記
念
し
て
11
月
３
日
、
神
戸
新

聞
松
方
ホ
ー
ル
で
神
戸
憲
法
集

会
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が

開
催
さ
れ
た
。
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
西
谷
文
和
氏
と
一

橋
大
学
名
誉
教
授
の
渡
辺
治
氏

が
そ
れ
ぞ
れ
「
ア
フ
ガ
ン
、
シ

リ
ア
戦
争
か
ら
考
え
る
戦
争
の

リ
ア
ル
」「
安
倍
政
権
の
改
憲

新
段
階
と
日
本
の
ゆ
く
え
」
と

題
し
、
講
演
し
た
。
協
会
か
ら

は
武
村
義
人
副
理
事
長
が
参
加

し
た
。

　

西
谷
氏
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
、
シ
リ
ア
の
現
状
を
、
自
身

が
撮
っ
た
映
像
を
交
え
報
告
。

米
軍
な
ど
が
行
っ
て
い
る
軍
事

施
設
を
対
象
に
し
た
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
爆
撃
で
多
く
の
民
間
人
が

亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
劣
化

ウ
ラ
ン
弾
は
、
原
発
で
使
わ
れ

る
濃
縮
ウ
ラ
ン
の
搾
り
か
す
か

ら
つ
く
ら
れ
、
戦
争
は
そ
の
処

分
場
で
あ
り
、
今
も
そ
の
影
響

で
奇
形
児
が
多
く
生
ま
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
紹
介
。

　

現
地
で
の
経
験
か
ら
「
集
団

的
自
衛
権
を
行
使
し
、
武
力
を

行
使
す
る
と
、
武
力
で
返
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
よ

り
民
間
人
・
若
者
が

殺
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
」
と
指
摘
し
た
。

　

渡
辺
氏
は
「
安
倍

政
権
は
明
文
改
憲
の

失
敗
が
怖
く
、
憲
法

を
解
釈
改
憲
し
、
こ

れ
に
よ
り
自
衛
隊
と

米
軍
が
共
同
作
戦
可

能
な
他
国
へ
侵
略
で

き
る
軍
隊
を
造
ろ
う

と
し
て
い
る
」
と
し

た
。

毛
髪
検
査
等
、
大
気
汚
染
・
水

銀
汚
染
・
放
射
性
物
質
な
ど
の

子
ど
も
へ
の
影
響
調
査
な
ど
、

現
実
に
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
検
討
す
べ
き
課
題
だ

と
思
い
ま
す
。

　

神
戸
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
六
甲
山
や
明
石
海
峡

な
ど
で
の
風
力
発
電
や
海
流
発

電
の
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
現
在
の
可
能
性

は
低
い
こ
と
を
、
灘
区
の
集
会

で
講
演
さ
れ
た
神
大
客
員
教
授

・
河
野
仁
先
生
の
講
演
か
ら
再

認
識
し
ま
し
た
。

　

太
陽
光
に
加
え
、
有
馬
や
湯

村
温
泉
で
の
温
泉
・
バ
イ
ナ
リ

ー
発
電
の
情
報
な
ど
を
神
鋼
石

炭
火
力
発
電
反
対
派
に
提
供
で

き
れ
ば
、
勇
気
を
与
え
る
こ
と

が
可
能
だ
と
思
い
ま
し
た
。
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灘
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山
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安
倍
内
閣
は
、
国
民
医
療
と
介
護
保
険
の
抜
本
的
な
抑
制
を
め
ざ
し
て
、
三
つ
の
改
悪
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

第
１
は
、
医
療
提
供
体
制
の
本
格
的
な
削
減
で
あ
る
。
政
府
は
診
療
報
酬
改
定
で
７
対
１

病
床
の
規
制
な
ど
を
強
め
、
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
に
よ
り
必
要
病
床
数
を
削
減
し
、
都

道
府
県
単
位
で
医
療
費
抑
制
の
目
標
値
を
定
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
国
家
戦
略
特
区
で

の
混
合
診
療
解
禁
や
、
皆
保
険
制
度
崩
壊
の
先
鞭
と
な
る
「
患
者
申
出
療
養
」
の
導
入
、

「
非
営
利
」
と
し
つ
つ
も
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
と
称
す
る
営
利
資
本
参
入
の
企
て

等
、
非
営
利
性
を
旨
と
す
る
医
療
提
供
体
制
を
大
き
く
歪
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
２
は
、
患
者
窓
口
負
担
を
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
で
あ
る
。
受
診
時
定
額
負
担
を
は
じ

め
、
入
院
給
食
費
の
負
担
増
、
薬
剤
費
負
担
の
導
入
、
高
齢
者
の
窓
口
負
担
割
合
の
引
き
上

げ
な
ど
、
か
つ
て
な
い
患
者
負
担
増
メ
ニ
ュ
ー
が
目
白
押
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
３
は
、
介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
な
高
齢
者
を
介
護
保
険
か
ら
排
除
す
る
こ
と
で
あ

る
。
介
護
支
援
事
業
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
た
自
治
体
の
支
援
事
業
に
移
さ
れ
、
介
護
費

用
の
削
減
と
利
用
者
へ
の
負
担
増
が
も
く
ろ
ま
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
消
費
税
増
税
以
後
の
経
済
情
勢
は
、
個
人
消
費
は
４
月
か
ら
連
続
で
前
年
同
月
を

下
回
り
続
け
、
不
況
と
物
価
上
昇
が
同
時
進
行
す
る
最
悪
の
事
態
が
広
が
っ
て
い
る
。「
10

％
」
増
税
な
ど
は
も
っ
て
の
ほ
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
の
医
療

と
介
護
の
同
時
改
悪
は
、
貧
困
と
格
差
の
拡
大
に
苦
し
む
国
民
に
、
厳
し
い
受
診
抑
制
と
悲

惨
な
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
医
業
経
営
に
お
い
て
も
消
費
税
損
税
の
拡
大
に
よ
る
経
営
困
難
が
拡
大
し
て
い

る
。
医
療
へ
の
ゼ
ロ
税
率
導
入
で
真
の
非
課
税
を
実
現
す
べ
き
で
あ
る
。

　

安
倍
首
相
は
７
月
に
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
す
る
閣
議
決
定
を
行
っ
た
。
こ
れ
も
医

療
者
と
し
て
断
じ
て
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
憲
法
の
解
釈
変
更
を
一
内
閣
が
閣
議
決
定
で

行
う
こ
と
は
、
立
憲
主
義
に
反
す
る
暴
挙
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。「
後
方
支

援
」
と
称
し
て
も
、
戦
争
に
参
加
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
集
団
的
自
衛
権
は
、
他
国

の
戦
争
に
日
本
を
ま
き
こ
み
、
日
本
を
守
る
ど
こ
ろ
か
、
国
民
の
生
命
と
安
全
を
脅
か
す
も

の
で
あ
る
。

　

我
々
の
努
力
と
県
民
の
運
動
な
ど
に
よ
り
、
中
学
３
年
生
ま
で
の
こ
ど
も
医
療
費
無
料
化

は
、
県
下
自
治
体
の
６
割
に
広
が
り
、
姫
路
市
議
会
で
は
、
母
親
た
ち
と
支
部
が
協
力
し
た

請
願
が
採
択
さ
れ
た
。
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
求
め
る
請
願
は
、
川
西
市
議
会
で
の

採
択
に
よ
り
県
下
自
治
体
の
６
割
に
至
っ
て
い
る
。

　

患
者
負
担
増
を
許
さ
な
い
運
動
を
大
き
く
広
げ
、
国
会
に
請
願
署
名
５
万
筆
を
積
み
上
げ

よ
う
。
我
々
は
、
憲
法
が
輝
く
、
社
会
保
障
の
拡
充
を
め
ざ
し
て
以
下
の
項
目
実
現
へ
向
け

て
、
全
力
で
奮
闘
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

記

一 

、
患
者
負
担
増
計
画
を
や
め
る
こ
と
。
子
ど
も
の
医
療
費
は
中
学
３
年
生
ま
で
無
料
に
す

る
こ
と
。

一 

、
消
費
税
の
10
％
増
税
を
中
止
し
、
医
療
に
は
ゼ
ロ
税
率
を
導
入
し
て
消
費
税
を
還
付
す

る
こ
と
。

一 

、
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
実
現
す
る
た
め
、
保
険
適
用
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ

と
。

一 

、
高
す
ぎ
る
国
保
保
険
料
を
引
下
げ
、
短
期
保
険
証
や
資
格
証
明
書
の
発
行
を
や
め
、
不

当
な
差
押
さ
え
を
行
わ
な
い
こ
と
。

一 

、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
撤
退
し
、「
患
者
申
出
療
養
」
な
ど
と
称
す
る
混
合
診
療
解
禁
を
行
わ

な
い
こ
と
。

一 

、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
一
部
負
担
金
免
除
措
置
を
再
開
し
、
全
被
災
医
療
機
関
の
再

建
に
公
的
支
援
を
お
こ
な
う
こ
と
。

一 

、
停
止
し
て
い
る
原
発
の
再
稼
働
を
行
わ
ず
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
の
目
標
を
「
原

発
ゼ
ロ
」
に
す
る
こ
と
。

一 

、
沖
縄
・
普
天
間
基
地
の
辺
野
古
移
転
計
画
を
中
止
し
、「
国
外
移
転
」
を
ア
メ
リ
カ
に
求

め
る
こ
と
。

一 

、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
を
取
り
消
し
、
平
和
憲
法
を
守
り
、
憲
法
通
り

の
国
づ
く
り
を
め
ざ
す
こ
と
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

 

２
０
１
４
年
11
月
16
日　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
第
86
回
評
議
員
会

第　第　

8686　

回　

評　

議　

員　

会　

決　

議

　

回　

評　

議　

員　

会　

決　

議

火
力
発
電
所
問
題
全
国
交
流
集
会

　

森
岡
芳
雄
理
事
が
世
話
人
代
表
を
つ
と
め
る
「
石
炭
火
力
発

電
所
問
題
を
考
え
る
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
火
力
発
電
所
問

題
全
国
連
絡
会
は
11
月
１
日
、
協
会
会
議
室
で
全
国
交
流
集
会

を
開
催
し
、
32
人
が
参
加
。
協
会
か
ら
森
岡
・
山
中
忍
両
理
事

が
参
加
し
た
。
神
戸
製
鋼
の
灘
区
の
高
炉
跡
へ
の
１
４
０
万
ｋ

Ｗ
の
石
炭
火
力
発
電
所
増
設
計
画
を
受
け
、
増
設
反
対
運
動
ス

タ
ー
ト
集
会
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
、
森
岡
理
事
が
「
神
鋼

石
炭
火
電
と
健
康
被
害
」
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
気
候
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
東
京
事
務
所
長
の
桃
井
貴
子
氏
が
「
日
本
が
と
る
べ

き
気
候
変
動
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
講

演
し
た
。
11
月
９
日
に
行
わ
れ
た
灘
区
で
の
反
対
集
会
に
も
参

加
し
た
山
中
理
事
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

石
炭
火
発
に
よ
る
懸
念
さ
れ
る
健
康
被
害
に
つ
い
て

講
演
す
る
森
岡
理
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

感 想 文

歯
科
の
将
来
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
必
須

歯
科
定
例
研
究
会「
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
」

保険適用のハイブリッドレジンの
特性などを語る中村先生　　　　

アフガン・シリアから
考える戦争の実情 　

11・３神戸憲法集会

600人が集まり、憲法のもつ価値を考えた

日　時　12月13日（土）　14時30分～17時
会　場　協会６階会議室　　講　師　坂本　麻生税理士
参加費　3000円（医経研会員は無料）

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817 山下まで

●医院経営研究会 12月例会
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　インフルエンザを咽頭の視診で診断で
きる、というお話をしますと、最初は10
人中９人、いや20人中19人の方が、「ウ
ソでしょう！」という反応をされます。
　YahooやGoogleで、「インフルエンザ」
「濾胞」のキーワードで検索していただ
くと私の発表以外に、たくさんの先生の
反応が出ています。一人の新人ドクター
のブログをご紹介します。
　「咽頭後壁のリンパ濾胞を確認すれ
ば、それはすなわちインフルエンザ！　
インフルエンザの迅速キットよりも感度
・特異度ともに優秀!!－周りの１年生が
みんな噂していたんだけれど、『ほんと
かよ～うさんくせぇ～』と思って聞き流
していたんだけれども。２回ほど前の当
直から、意識して発熱外来患者の口腔内
の咽頭後壁のリンパ濾胞に注目して、結
果どうだったかを追っていくと…こいつ
の威力を実感したんだよ!!　ほんとに当
たる!! 発熱外来で、リンパ濾胞が確認
できた人の迅速キットHit率と、リンパ
濾胞が確認できなかった人の迅速キット
Hit率は、体感的にも歴然だった。噂と
合わせても、これはリアルだと信じざる
を得ない」
　医師が身体所見を取って診察するよう
になったのは約2400年前からといわれて
います。ヒポクラテスもインフルエンザ
に相当する疾患の記録を残しているの
で、ヒトとインフルエンザの関係は2400
年以上ということになります。
　インフルエンザは、欧米では、少なく
とも2009年のパンデミック以前は、アセ
トアミノフェンを飲んで家で寝ていなさ
いと、言われる病気でした。医師が、イ
ンフルエンザの患者さんの咽頭を診察す
るということ自体がなかったのかもしれ
ません。Harrison 内科書、Nelson 小児
科学、その他有名な、どの教科書にも
「インフルエンザに特徴的な臨床所見は
ない」と記載されています。
　私は1989年に開業しましたが、それ以
前の大学病院勤務中は、感染初期のイン

フルエンザを診たことはありませんでし
た。開業した途端に、一冬に100人近い
インフルエンザ患者さんを診ることにな
りました。1999年にインフルエンザ迅速
検査キットが登場しましたが、Ａ型のみ
であり感度も低く満足できるものではあ
りませんでした。すぐ後にＡ・Ｂ型同時
検査キットが発売されました。2001年の
流行は春まで続き、キット自体が品切れ
となりました。
　「麻疹のKoplik斑のように、インフル
エンザに特徴的な所見はないものなのだ
ろうか？」という強い疑問を持ち続けま
した。1998年、咽頭の後壁に「イクラ」
のような２㎜ほどの大きさの透明感のあ
る濾胞があることに気づき、2004年に、
忘れられない「インフルエンザ濾胞の典
型例」に遭遇し、世界で初めて「インフ
ルエンザ濾胞」をデジタル画像に記録す
ることに成功しました。研究を始めてか
ら、比較的早期に、幸運にも「インフル
エンザ濾胞」の典型例に遭遇したことが
「確信」へとつながりました。
　インフルエンザ濾胞は、国立国際医療
センター：感染症内科：忽那賢志（くつ
なさとし）先生や、10月の診療内容向上
研究会で講演をされた京都大学の山本舜
悟先生など、多くの感染症専門医、臨床
医によって確認されております。山本舜
悟先生の著書「かぜ診療マニュアル：か
ぜとかぜにみえる重症疾患の見わけ方：
日本医事新報社」134ページにも、小職
と忽那賢志先生が記録された画像が紹介
されております。
　山本舜悟先生は、この中で次のように
述べられています。「著者は、この所見
を知ってから、インフルエンザを疑う患
者さんの咽頭後壁を観察すると確かに濾
胞を発見できるようになりました。今ま
でも目には入っていたのでしょうが、見
ようとしないと見えないのだと実感した
ものです」
　今日から、先生方が、山本先生と同じ
体験をされることになります。

咽頭の視診所見で
インフルエンザを診断する

内科宮本医院（茨城県桜川市）　　宮本　昭彦先生講演

画像（１）
　上段の写真、口蓋垂
の画面右下に、インフ
ルエンザ濾胞をみとめ
ます。大きさは３～４
ミリで、典型的なイン
フルエンザ濾胞と言え
ます。
　一方、上段の囗で囲
んだ範囲を拡大したの
が下段です。典型的な
インフルエンザ濾胞が
３ミリくらいの大きさ
であるのに対して、こ
の濾胞は大きさが１ミ
リ程度で、インフルエ
ンザ濾胞の「芽」と呼
んでいるインフルエンザ濾胞の発生の初期段階です。
　このように、インフルエンザ濾胞と、インフルエンザ濾胞の「芽」：Influenza 
Follicle Budsが同時に見られるのは、非常に珍しいことです。
　まず、典型的な「インフルエンザ濾胞」を確実に診断できるよう、修練し、次に、
インフルエンザ濾胞の芽を見つけられるようになると、宜しいと思います。

Infl uenza Follicle

Infl uenza Follicle Buds

画像（２）
　上記、画像（１）
は、インフルエンザ
濾胞の典型例と共
に、画面の下部に、
インフルエンザ濾胞
の「芽」とも言える
初期のインフルエン
ザ濾胞が、見られま
した。
　患者さんの意識の
高まりと共に、発症
（発熱など）から受診までの時間がどんどん短くなってきています。
　発熱から２時間、３時間、といった、発症超早期の症例では、これまでのインフル
エンザ抗原迅速検査はほとんど役にたちません。しかし、インフルエンザ濾胞、イン
フルエンザ濾胞の「芽」は、発症から２時間程度の、超早期から発現しています。し
かし、この画像は、近接撮影して拡大しているので、濾胞の芽が見えますが、実際に
は１㎜程度の大きさで、濾胞を探そうとすると、見つからないかもしれません。濾胞
の頂点の光の反射を見つけてください。咽頭の診察に単光源のLED照明を使うのは、
頂点の光の反射を見やすくするためです。

兵庫県保険医協会　文化部特別企画　落語会

～落語と“お楽しみ抽選会”で笑って健康～落語と“お楽しみ抽選会”で笑って健康

　新年のはじめ、上方落語の実力派である竹林師
匠と純瓶師匠の話芸で古典落語の真髄を楽しみま
しょう。さあ大いに笑って2015年もよい年にしよ
うではありませんか。

日　時　2015年１月10日（土）
　　　　16時10分～17時40分（15時30分開場)
会　場　協会５階会議室
出　演　笑福亭竹林、笑福亭純瓶
参加費　500円
　　　　※着物の方、無料

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817 吉永まで
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画像（３）
　インフルエンザで
はない、発熱性疾患
の咽頭粘膜所見で
す。大小、不揃いの
濾胞が混在し、形も
平坦でインフルエン
ザ濾胞の特徴のどれ
をとっても、当ては
まらない、のがお分
かりになると思いま
す。
　この症例は、マイコプラズマで、発熱から８時間での受診です。

初笑い 新春保険医寄席初笑い 新春保険医寄席


